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1 はじめに

本稿は，カーノレ5世及び神聖ローマ帝国刑事裁判令，いわゆるカロリーナ1)(Die 

peinliche Gerichtsordnung Kaiser Karl V. und des heiligen romischen Reichs， 1532)の全

訳である。カロリーナは， ドイツにおけるローマ法継受を代表する帝国立法であ

る2)。また，制定後 250年の間に大小 23点のコンメンターノレが刊行された事実が

示すように3)，その後のドイツにおける刑事法の理論と実務ぞ支配した重要な立法

でもあったり。

邦訳として，塙浩「カノレノレ5世刑事裁判令(カロリナ)J という貴重な訳業があ

る。塙訳がどのような資料を用いてなされたものであるか明らかでないが，時代的

に見て，参照しうる資料について種々の制約があったことが想像される。今日で

は，カロリーナに関する主要なコンメンターノレが復刻され，加えて，カロリーナの

初期新高ドイツ語 (Pruhneuhochdeutsch)討を読み解く上で不可欠でもあるグリム

『ドイツ語辞典J及びレクサー『中高ドイツ語辞典』がインターネット上関覧可能

である等，カロリーナを邦訳する上で有利な条件が整えられつつある。現段階にお

いて新たな邦訳~試みることの意義もあると考えられる。
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現代の法文化，法制度から大きく縞たるほぼ500年前の近世初頭ドイツにおいて

制定された法令であるため，今日において，カロリーナの内容を理解することは必

ずしも容易ではない。条文の内容にわたる註解は，カロリーナ成立史，カロリーナ

の意義等の検討とともに，イ也臼を燃すこととしたい。

2 カロリーナのテキスト

(1) カロリーナの文体

カロリーナについては， I向ーの思想，類似の章句，不快かつ悪趣味な同種の表

現Jを特徴とする従前の多数の平和令，警察令その他諸法令と異なり，パンベノレゲ、

ンシスという優れた模範の存在，有能な立案者の関与によって， I内容のオリジナ

ワティと形式の純粋性 (Reinheit)Jを備えた法令となっている， という讃辞が呈さ

れることがある 6)。しかし，内容のオリジナリティの点はともかくとして，その形

式について，英訳を試みたラングピーンは次のように述べている。「難解な語禁は

通例克服しうるとしても，古拙 (archaic)な構文という根本問題の方はおそらく克

服できないであろう。カロリーナは，初期新高ドイツ語の混沌・不規則の好例であ

る。一個のセンテンスが，不十分かつ怒意的な句読法のまま，ーパラグラブあるい

はー頁途切れることなく続くことも稀ではない。……したがって， この英訳は，原

典lこ忠実な準逐語訳ではない。おそらくそのような作業は不可能であろうと私は考

えるJ7l。たしかに，以下に具体例を挙げるように，現代の読者にとってカロリー

ナのテキストは「混じりけのない，純なるものj という修飾からほど速いものとい

わなければならない。

(a) たとえば，匂説法に顕著な不規則性が現れる例として，

“Item sollen sonderlich Richter vnd vrtheyler ermant sein， wo eyn misthatt ausser-

halb redlicher ursach die von peinlicher straff rechtlich entschuldigt， offenlich vnd 

vnzweiffenlich ist oder gemacht wurde， als so eyner one recht messig vnnd getrun 

gen vrsach eyn offentlicher mutwilliger feindt oder friedbrecher wer， oder so man 

eynen an warer ubelthat betriett Auch so einer den gethanen raube oder diebstall， 

wissentlich bey jm hett， vnnd das mit keynem grundt widersprechen， oder rechtli-

chen verursachen oder verlegen moge， als hernach bei jeder gesatzter peinlichen 

5traff (wann die ent5chuldigung hat)良mdenwirdt. Inn solchen vnnd dergleichen offentli 

chen vnzwei自己nlichenubelthatten， vnd 50 der the悦 rdie offen vnzweiuelichen ubelthat 

freuentlich widersprechen wolt， 50 5011 jn der Richter mit peinlicher ernstlicher frage 
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〔翻訳〕カーノレ5世刑事裁判令 (1532年)試訳 (1)

zu bekantnus der warheyt halten， damit inn solchen offentlichen vnzwei仔enlichen

misthatten， die entlich v討heylvnd straff mit dem wenigsten kosten， als gesein kan， 

gefurdert vnd volntzogen werdeプ

と定める 16条のテキストがある。“Auch50"の前には，カンマがあるべきだと考

えられる。また，“wirdt."として， ここにピリオドがあるため，“woeyn mポthatt"

で始まる複文節は完結していない。このピリオドは，具体的事例の列挙が長くなっ

たため， ["怒意的lこJ打たれたように思われる。そして，新たなセンテンスが起こ

され，"In刀50/chen"として，具体的事例に関する記述が追加されることになった

と考えられる。

(b) 副文節の動調(“abschaffen")の目的語が主文節の文頭に置かれる例として，

“vnd die vnd de匁leichengewonheyt， Wollen wir， das eyn jede oberkeyt absc加がnvnd 

daran sein soll， das sie hinfurther nit ge凶t，gebraucht oder gehalten werden， als wir 

dann aus Keyserlicher macht die selben hiemit auffbeben， vernichtigen vnnd abt-

hun， vnd hinfurter nit eingefurt werden sollen" 

と定める 218条のテキストがある。副文節の目的語を強認するための倒置法と解さ

れるが，破格の構文であるように思われる。

同じく，磁文節中の条件節が副文節に前置される例として，

“50 dann der richter mit gehabtem radt der rechtuerstendigen die selben weisung 

artickel dafur erkent， wo die bewiesen wiirden， das dieselben angezeigten vrsachen， 

die beklagten vnd bekannten thatt von peinlicher straff entschuldigen" 

と定める 151条のテキストがある。イタリツク部分は，論理的に見て，“das"に導

かれる副文節の中に位置すべき場合である(加えて，“vrsachen，die beklagten"のカン

マも不要である)。

(c) ラテン語の絶対奪格句の用法を類推して解釈すべき例として，

“auch durch dieselben oberke戸deshalbkundtschafft verhorer vnd anders verordnet 

gehalten vnd gehandelt werden， wie vor imm zwen vnnd sechtzigsten artickel anfa-

hend， Item wo der beklagt etc. vnd etlichen artickeln darnach von form vnd mas 

der weisung gesatzt ist， sampt etlichen hernachuolgeηden artickeln， so es zu schulden 

kompt angesehen vnd darnach gehandelt" 

と定める 151条がある。ここでは，イタリツク部分の f絶対奪格句jの間に条件節

が挿入されるという複雑な構文となっていると考えられる。
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(d) 時間的・因果的系列を転倒する表記の例として，

“Item an etlichen orten， 50 eyn ubelthetter ausserhalb des lasters vnser beleidigten 

Maje5tet oder sunst in andern fellen， so der ubelthetter leib vnnd gut nit verwirckt 

vom leben zum todt gestrafft， werden weib vnd kinder an bettelstabe， vnnd das gut 

dem herren zug'仰 iesen)'

と定める 218条がある。イタリック部分は， I (犯人の〕妻子が物乞いとなり， (犯人

の〕財が官憲の手に帰しているJという趣旨である。これはやや奇妙な表記であ

り， I (犯人の〕財が官憲の手に帰し， (犯人の〕妻子が物乞いとなるj とあるべきで

あろう。また，

“Item so eyn weib jre kind， vmb das sie des abkumm von jr legt， vnd das kind wi此

funden vnd ernert die selbig mutter soll， wo sie des uberwundenγnd bedretten wirt， 

nach gelegenheyt der sach vnnd radt der verstendigen gestrafft werden" 

と定める 132条の場合も向様である。イタリック部分は， I有罪を証明され捕縛さ

れる」ではなく， I捕縛され有罪を証明されるJであるべきであろう。

(2) 編集・印尉上の過誤

カロリーナには法案編集及び印腕上の過誤の問題もある。この種の過誤が少なく

ないことは，ギュータボックによって詳細に指摘・検討されている通りである8)。

加えて，ギュータボックが指摘するほかにも若干の過誤が確認される。

(a) ギュータボックによる指摘から洩れているが，既に 18世紀のコンメンター

ノレにおいて指掃されているテキスト編集上の重大な過誤の例として，

“Item so der verdacht heliger vngewonlicher vnd geferlicher weis， bei delザhenigen，

deneη er verraten zu haben inl1 verdacht steht， gesehen worden， vnd sich doch stellet， 

且lssei er vor denselb巴nvnsicher， vnd ist eyn person darzu man sich solchs versehen 

mag， ist ein anzeygung zu peinlicher frag" 

と定める 42条がある。イタリック部分は「被疑者が背いたと疑われている者(=被

答者〕とともにいたところを目撃された」という趣旨であるが，このような事実は

背叛罪の徴滋とはなりえないので， 1521年草案の規定内容をも勘案し， I被疑者の

背叛行為によって恩恵そ受けた者とともにいるところをしばしば目撃された Capud

quibus in prodendo operam s国 mlocasse dicitur， saepius observ在tur)J と読み替えられ

るべきである， と指摘されている。条文の趣旨に照らし，そのような読替えをしな

ければ趣旨不明の規定になる場合である。
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〔翻訳〕カーノレ5世刑事裁判令(1532年)試訳(1)

(b) テキストの脱落の例として，

“Inn solchen vnnd dergleichen offentlichen vnzweiffenlichen註belthatten，vnd so deτ 

thetter die offen vnzweiue1ichen ubelthat freuentlich widersprechen wolt， 50 soll jn 

der Richter mit peinlicher ernstlicher fr証gezu bekantnus der warheyt halten" 

と定める 16条があるが，イタリツク部分と後続のセンテンスとは論理的な繋がりを

欠いていると考えられる。このテキストには脱落があり，イタリック部分の後に，

“sol man alle Rechtliche verlengerung， so sunst in dieser ordnung allein zu erfarung 

der warheit vnd nit， die vnzweiffenlichen mysstetter domit zu fristen， gesaczt sein， 

abschneiden. " 

という，パンベルゲンシス 23条に現れる文言と同趣旨の文言が付加されるべきこ

とが指掃されている。

(3) 翻訳の方針

(a) 以上のように，カロリーナのテキストは直訳に適するテキストではない。

したがって，原則としてカロリーナのテキストを尊重するが，直訳では意味が通達

しにくい場合は次のような方針に従う。すなわち，①カロリーナの立法者の意図

は合理的に了解しうるはずで、ある，②しかし，当時のドイツ諾表記の不統一・不

整合などの事情から，表記において，少なくも現代の読者から見て不合理又は非論

理的な場合がありうる，③一読して趣旨が理解しにくい表記の場合は，コンメン

ターノレによる註解等を参看しその背後にある立法者の合理的な意図を探り，それに

適合する訳合採用する， という方針に従う 9)。

(b) 上述のように，カロリーナのテキストは，語議表記や統語上の不規則性が

顕著で、あることに加え，編集・印刷上の過誤があるため，各種の翻訳によって解釈

が分かれることが少なくない。このような事情に鍛み，翻訳上疑義があり文献を参

看するなどして訳文全決定した場合は，後注として，カロリーナのテキストを掲げ

当該訳文を採用した根拠ぞ示した。煩演であるが，慎震な読み解きを必要とするテ

キストの特殊性に照らし，当該訳文に至る筋道を示すことはカロリーナ研究にとっ

て無意味ではあるまいという趣旨である。

(c) 編集・印刷上の過誤を指摘されている箇所については，その旨を指摘し，

訂正されたテキストに従って邦訳した。

なお，訳文注の丸括弧は原文において使用されたものであるが，亀甲括弧は訳者

による補足である。
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3文献

(1) 底本として，以下の文献を使用した。

(a) カロリーナについては，

Fr.-Chr. Schroeder (Hrsg.)， Die Peinliche Gerichtsordnuη'g Kaiser Karls V. und 

de Heiligen Romischen Reichs von 1532， 200010) (下線部分は引用略称。以下

同じ)

なお，テキストの誤りについては，以下の文献を参照の上翻訳した。

C. Guterbock， Die Entstehungsgeschichte der Carolina， 1876 

(b) カロリーナの第 1次草案及び第 2次草案については，

H 空盟型，Di犯ePeiか的凶ηd凶uic巾hμleGωer町-

Brarηlderηlbur弓;玄玄erHalsgeriκcht.おsordmμmη19samη1tliたchnach dεη alter.内stenDrucker印rη 1 

und mη1I釘tdゐenProj戸ecter叩fη1d，εer pεeinlichen Gerichtsordnuη'g Kaiser Karl' 5 V. von 

den Jahren 1521 und 1529， 2. Aufl.， 1876 

(c) パンベノレゲンシスについては，

J.K生Ier/ W.生heeI，Die Carolina und山官 Vergangerinnen，Bd.2， 1902 

(2) カロリーナの他圏語訳として，以下の文献を参照した。

塙治 fカノレノレ5t世刑事裁判令(カロリナ)J神戸法学雑誌 18巻 2号 (1968年)

J.豆生Ier，Imperaωris Caroli Quinti de [1αpital辺JUSjudiciis constitutio， 154311) 

J. H.包挫ein，Prosecuting Crime in the Renaissance， 1974ω 
G. Remus， Nemesis Karulina， 159413) 

F. A.主~， Code criminel de I'Empereur Charleバ vulgairementappelle la Ca 

roline， 173414) 

(3) 翻訳に際し，以下のコンメンターノレを参照した15)。

C.BIumblacher， Commentarius im Kayser Carl des Funfften und des Heil. 

Rom. Reichs Peinliche Halsgerichts=Ordnung， 1670 

S. F. Bohmer， Meditationes in constitntionem criminalem Carolinam， 1770 

D. Clasen， Commentarius in constitutiones criminales Cαrli V. Imperatoris， 

168516) 
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〔翻訳〕カーノレ5役刑事裁判令 (1532年)試訳 (1)

J. P. Kress， Commentatio succincta in Constitutionem criminalem Caroli V. Im句

peraωris， 1730 

H. C.盟主些笠h，Anmerkur伊 nuber Kayser Carl des玖 unddes H. R. Reichs 

Peinliche Halsgerichts=Ordnung， 1756 

M.笠盟hani，Caroli Quinti Imperaωris Constitutiones publicorum judic即 μm，

1661 

ii 

1) r刑事裁判令Jは，“peinlicheGerichtsordnung"の訳である。“Gerichtsordnung" 
は「裁判所令Jという訳も考えうる。しかし内容は，一部裁判所構成に関する部分

があるが，主要部分は裁判手続に関するものであること，またこの時代における

“Gericht"は「裁判jそのものを意味しえたことそ考慮し「裁判令j とした。これに

対し， rカロリーナ刑事法典Jは，ラテン語法令名“ConstitutioCriminalis Caroli“ 
na))の訳である。

なお， D. Clasen， Commentarius in constitutiones criminales Carli ~ペ Imperatoris，

1685， Ad prooemium， de verbo. peinlich Gericht I und peinlich Halsgerichtによれ

ば，“daspeinlich Gericht"ないし "daspeinlich Hals=gericht"は，死刑又は身体7刊

を科すことのできる裁判であり， r刑事訴訟 (judiciumcriminale) Jと河義である。
また，類語に，“hochと not=peinlich Hals=Gericht"があるが，これは死刑執行前

に行われる最終裁判期日を意味する。

2) R. v. Hippel， Deutsches Strafrecht， Bd.1， 1925， S. 213は， r中泣から近世への転換期
に位霞するローマ法継受期におけるドイツの無比かつ自大な画期的立法事業j と評

する。

3) H. Ruping， Die Carolina in der strajトechtlichenKommentarliteratur， in: P. Landaul 

Fr.-Chr. Schroeder (HI・sg.)，Strafrecht， Strafprozess und Rezeption， 1984， S.163 ff.の一

覧表によれば，カロリーナに関するコンメンターノレは 23点に及ぶ。

4) ミッタイス=リーベリッヒ(世良晃志郎訳) W ドイツ法制史概説~ (改訂版， 1971 

年)451頁。

5) Fr.-Chr. Schroeder (Hrsg.)， Die Peinliche Gerichtsordnung Kaiser Karls V. und de 

Heiligen Ramischen Reichs von 1532，2000， 5.143によれば，カロリーナの初期新高ド

イツ語は現代のドイツ人にとっても理解日拘置かつ部分的に理解不能とされる。

6) C. Guterbock， Die Entstehungsgeschichte der Carolina， 1876，5.37. 

7) J. H. Langbein， Prosecuting Crime in the Renaissaηce， 1974， p.259 

8) Guterbock， a. a. 0目， S.216-253. 

9) ドイツ語解釈上， lv1. Lexer， Mittelhochdeutsches Taschenwarterbuch， 63. Aufl.， 1981; 

Jacob und Wilhelm Grimm， DeuおchesWarterbuch， 33 BdeηNeudruck der Erstausgabe 
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1854-1984が有益であった。後者はインターネットで利用可能であり，至便である

(http://woerterbuchnetz.de/cgi -bin/WBN etz/wbgui_py?sigle= DWB&mode=Gliederu 

ng & lemid=GAOOOO 1)。

この他， M. Lexer， Mittelhochdeutsches Handwarterbuch， 3 Bde.， 1872-1878のイン

ターネット絞も使用した (http://woerterbuchnetz.de/cgi-bin/WBNetz/wbgui_py?sig1

e=Lexer&lemid=LA00001&mode=Vernetzung&hitlist=&patternlist=&mainmode=V 

orworte)。

10) 立法上の過誤や統語上の問題・過誤に関する指摘は多くないが，巻末の語釈が有

主主である。

11) カロリーナの最初のラテン語訳である。逐語的なラテン語訳に簡単な註解を付す。

R. v. Stintzing / E. Landsberg， Geschichte der deutschen Rechtswissel1schaft， 1. Abt.， 

1880， S.633は，本書を「伺の価値もない。・…・・この翻訳は，不正確で信頼性に欠

け，解釈の補助手段としても無価値である」と酷評する。これに対し， H. U. Kan-

torowicz， Goblers Karolil1el1-Kommel1tar und seiner Nachfolger， 1904， S. 47 f. は，本番

を「カロリーナ解釈の上で最も重要な資料Jと評価し， この瀦評を著作上の準備不

足に由来する事実誤認であると反駁している。ゴプラー訳に全く問題がないわけで

はないが， これを参看する限り，カロトログイツツの見解はおおむね妥当であると

忠、われる。

12) 手続法に隠する 1条-105条， 180条-206条， 218条， 219条(条文数で全体の

60%)が英訳され，笑定法に関するその他の条文は訳出されていない。

13) 訳と註解が漫然一体となったラテン語訳である。

14) アランス王国スイス連隊の筆法としてフランス語訳されたものである。意訳に傾

いた訳に簡単な註解を付す。

15) 代表的なコンメンターノレとしては，以下の本文に挙げるクラーセン，クレス，

ベーマーによるラテン語註解がある o 'fiH裂(復刻版による)は異なるが，クラーセ

ン(ほぼA5判)は 858頁，ク νス (B5判よりやや小型)は 869頁，ベーマー (AB

判よりやや小型)は 969頁であり，いずれも大著である。

もっとも， J. Chr. F. de Frolichsburg， Commel1tarius in Kayser Carl des FuηIften 

Peil11iche Hals-Gerichts-Ordl1ung， 1741; N. Vigelius， COl1stitutiones Carolil1ae publico-

rum iudiciorum， in ordil1e redactae， CU1ηque Iure communi collatae， 1583などは， Iコ

ンメンターノレj と称し又は称されるが，刑事事件に対する手続の種類，管轄等の記

述から始まり，逐条解説の形式を?とっていない。

16) Ruping， a. a. 0.， S.173は，本奮を「学術的と称しうる最初のコンメンタール」と

評価し， Iカロリーナ註解として，クラーセンを過小評価することは許されないJと

述べる。文言に即しかっ体系的に註解念加える点で，今日の終点から見て，コンメ

ンタールとしての利用し易さは際立っているように思われる。
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〔翻訳〕カーノレ5世刑事裁判令 (1532年)試訳 (1)

刑事裁判〔令J1)序文

朕，カーノレ5世，神の恩寵によりて常に至高なるローマ帝国皇帝， ドイツ，カス

ティリャ， アラゴン， レオン，雨シチリア，イエノレサレム，ハンガリー，夕、ノレマ

ティア，クロアテイア，ナグァラ，グラナダ， トレド，グアレンシア，ガリシア，

マヨノレカ，セグィリア，サノレディニア， コノレドパ， コノレシカ，ムルシア，ハエン，

アノレガノレビア， アノレジ、エシラス， ジプラノレタノレ， カナリー諸烏， インド諸島，諸大

陸，諸大洋，その他の国王，オーストリア大公(Erstherzog)，プ、ノレグ‘ンド， ロート

リンゲン，ブラパンド，シュタイエノハケノレンテン，クライン， リンブノレク，ゲノレ

デノレン， グュノレテンベノレク，カラブリア， アテネ， ネオパトリアの公 (Herzog)，

ハプスブノレク， ブランドノレ， チロノレ， ゲノレツ，パノレセロナ， アノレトワ， プノレグンド

の伯 (Graue)，ヘネガク，オラン夕、，ジーランド，ブエレッタ，キブノレク，ナム

ノレ， ロッシリオン，ケリティアン，ズトプエンの宮中伯 (Pfalzgraff)， アノレザ、スの

方伯 (Landtgraff)，ブノレガク，オリスターニ，ゴテイアニの辺境伯 (Marggraf)， 

シュグァーベン，カタロニア，アストリアその他の神袈ローマ帝国の侯 (desheyli 

gen Romischen Reichs Furst)， フリースラント， グインデイツシェ・マノレク， ポノレデ、

ノーネ， ピスカイア，モリン，サラン， トリポリ，メへJレンの事頁主 (Herr)は，朕

及び神聖帝国の選帝侯，諸侯及びその他の等族を通し，正式に (stattlich)2)絞の聴

聞に遼せるところに従い， [遺憾ながら〕以下の事実を公に認めんとする (bekenω

nen) ものである。すなわち， ドイツ人のローマ帝国 (dasRomische Reich teutscher 

Nation)において，古き慣習及び伝統に従い，大多数の刑事裁判所が朕の皇帝法を

学ばず，知らず，又は習熟せざる者によって構成され，それゆえ，多くの地におい

てしばしば法及び良き理性に反し訴訟手続が行われ，無事が拷問され (gepeinigt)3) 

死刑に処せられ，あるいは，有資の者が違法，不正かつ長期の訴訟手続により猶予

され，先送りされかっ処罰を免れ，刑事弾劾人及び公共の利益に多大なる筈をもた

らしている事実，また，かかる状況にあるにもかかわらず， ドイツ国の現状の下に

おいて，古く長き習慣及び伝統のゆえに，多くの地における刑事裁判所に法の知識

をナ有し経験を備えかっ法に習熟せる者を充当することの不可能である4)事実を，

〔遺憾ながら〕公に認めんとするものである。

ゆえに，朕は慈悲と温情とを?もって，選帝侯，諸{笑及び諸等族とともに，学識及
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び経験ある卓越せる若干の者に対し，刑事事件及び訴訟において法及び衡平に最も

忠実に手続を行いうる方法及び形式に関する綱要 (begrieff)喜子作成し，かつ法案

(form)にまとめるべく命じたのである。朕はまた，朕及び帝国の全ての臣民が向

後，刑事事件において事の重大さと危うさに想いを致し，何びとも自己のためなら

ば疑いもなく行うがごとしその行いを通して全能の神による報f貨が得られるがご

とし今ここに示す締要，普通法，衡平及び誉むべき伝来の慣習を遵守することを

可能ならしめるため， これを〔周知せしめるために〕印刷に付すべく命じたのであ

る。ただし，選帝侯，諸侯及び諸等族の古き伝来の適法かつ公正なる慣習を廃絶す

ることは，慈悲に発する本訓令 (erinnerung)において，およそ朕の意図したとこ

ろではない。

最も栄光輝き最も偉大にして不敗なるカーノレ5世皇帝

及び神聖ローマ帝国刑事裁判令

裁判官，参審人，裁判所構成員について

第1条 同じく第 1に5)。朕は，それぞれの地の事情の下で求めうる，信仰厚〈

名誉ある，賢明かつ経験ある者，すなわち，最も有徳かつ最良の者が，全ての刑事

裁判所の裁判官，参審人6)，裁判所書記に任ぜられるべき 7)ことを定め，命じかっ

欲する。選任に当たり，貴族及び学識者もまた，これに充てることができる。以上

を行うにおいて，全ての官憲 (oberkeyt)は，刑事裁判所が適切に構成され，か

っ，侭びとにも不正が行われることのないよう，よろしく努めなければならない。

そして， [刑罰として〕人の名誉，身体，生命及び財産にかかわる重大なる事件に

は，熟慮の上の大いなる慎重さ (dapffervnd wol bedachter fleis)が相応ししこれ

を惚怠する場合においては，係びとも，適法かつ相当な理由があるものとしてその

過誤と燦怠の責めぞ免れることがあってはならず，この法令に従い， しかるべく処

罰されなければならない。この点につき，刑事裁判所を手ぎする全ての官憲は厳粛な

警告を受けるものとする。

しかるに，持として者干の地において，貴族，及び，職務若しくはその他の理由

に基づきかかる裁判所に自ら臨席す (besitzen)べきその他の者8)の中に，かかる裁

判所に臨席する (sitzen) ことを拒み，かっその身分を理由にこれを厭う者がある

ために， しばしば罪 (das凶el)が罰を免れる結果を生じている。刑事裁判所に海
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〔翻訳〕カーノレ5世刑事裁判令 (1532年)試訳(1)

席することは，その名誉及び身分に何らの不利益をもたらすべきものでも，また，

もたらしうるものでもなしむしろ，正義の実現及び増進，犯罪者 (boshafftter)

の処罰，並びに貴族及び宮吏 (ampter)たる者の名誉に益しかっ資するものであ

る9)。ゆえに， これらの者は，事件の態様 (gestalt)に鑑み有益かつ必要と思料す

るときは， [名誉を傷つけることなく〕自ら裁判官及び参審人として刑事裁判所に臨

席し，審理念行い (handeln)，かつ，朕の裁判令に従い格応しくかつしかるべきと

ころを行うことができるのである。ただし，貴族及びその他の者が古き伝統に基づ

き今日まで刑事裁判所に自ら臨席してきた場合においては，朕は，その者たちが向

後これを拒むことなく刑事裁判所に臨席すること，かかる伝統及び慣習が効力を保

持し存続することを欲する。

所領のために裁判所を設営すべき者について

第2条 同じしその所領 (guter)のために刑事裁判所を設営すべき者が，心身

の虚弱，若齢，老齢その他の障碍により，刑事裁判所を設営し，主宰することがで

きない場合において，その必要あるときは，上級裁判官[=領邦君主)(oberrichter) 

の了解及び承諾を得て，代わるべき適切なる者な刑事裁判所設営のために任命し，

配量しなければならない。

流血裁判に関する裁判官の宣誓について

第3条 「私Nは，刑事事件 (peinlichesachen)において，貧しき者富める者に

等しく正義を行い，裁判かっ判決すること，情愛，敵意，報酬，贈与その他の理由

によりこれを怠ることのないことを?宣誓する。また，全て誠実かつ欺くことなし

とりわけカール5世皇帝及び神喪帝国刑事裁判令を忠実に遵守し，かつ，能力

(vermogen)の及ぶ限りこれを?保持し擁護することを宣誓する。それゆえ願わくは，

神と聖なる福音警の我を劫けたまわらんことを」。

参審人又は判決人の宣誓

第4条 同じく，刑事裁判所の各参審人又は判決人 (Schopffoder vrtheylsprecher) 

は，刑事裁判所の裁判官に対し，読み罰かせられた後に復唱すべき以下のような義

務を遵守することを，誓約し宣誓しなければならない。

「私Nは，刑事事件において，貧しき者富める者に等しく正しい判決を与え，裁

判を行うこと，情愛，敵意，報酬，贈与その他の理由からこれを怠ることのないこ
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とを宣誓する。また，全て誠実かつ欺くことなし とりわけカーノレ5世嘉手管及び神

聖帝酷刑事裁判令を忠実に遵守し，かつ，これを知力 (verstentnus)の及ぶ限り，

これをと保持し擁護することを宣誓する。それゆえ願わくは，神と聖なる福音書の我

を妨げたまわらんことをJ。

書記の宣誓

第5条 「私Nは，刑事事件において，入念なる注意を払い10)，訴え及び答弁，

徴滋，疑惑，嫌疑 (anzeygung，argkwon， verdacht)，又は証言 (beweisung)，被拘禁

者の自白 (vrgichtdes gefangen)，審理内容を忠実に録取保管し，もし必要あるとき

はこれらそ朗読すること，また，これらを行うに際し歎岡を試みずかっ用いぎるこ

とを宣誓する。また， とりわけカーノレ5世皇子旨及び神聖帝国刑事裁判令及び裁判令

に有益なる全てを?誠実に推進し，私に関わる限り，遵守することを宣誓する。それ

ゆえ願わくは，神と裂なる福音蓄の我を助けたまわらんことをJ。

犯人 (ubelthetter)とされている者の職権に基づく官憲による拘禁

第6条 同じく，ある者が，犯行について一般の風評があり，又は，信ずべきそ

の他の徴滋 (anzeygung)によって犯行を疑われ (verdachtvnd argkwonig)，それが

ため， J俄権に基づき官憲により拘禁される場合において，かかる者は，当該犯行に

関する適法ゆえに十分なる (redlich，vnd deshalb genugsam)徴溶及び推定根拠 (ver-

mutung)があることを予め信ずべき場合を除いて，拷問に付されてはならない。

したがって，これら重大事件において (inndisen grossen sachen) 11)拷問を行うに

先立ち，各裁判官は，可能な限り，すなわち，各事件の態様及び状況 (gestaltvnd 

gelegenheyt)が許す限り，朕の裁判令において以下に定めるように，被拘禁者を犯

人とする風評及び嫌疑のある犯罪が現に行われたか否かを，探知しかっ入念に取り

調べなければならない。

第7条 同じく，ーとにいう判決人(=裁判官〕が，示された疑惑，嫌疑が拷問に

十分であるか否かの判断において疑義を抱くときは，その地に対し刑事裁判権を直

接に有する宮憲，又は，朕が裁判令の末尾(=219条〕に定めるその他のところ

(ende vnnd orte)に，鑑定を?求めなければならない。鑑定を求めるに当たり，官憲

に対し，嫌疑に関して知りえた全ての事情及び状況 (vmstendevnd gεlegenheyt)念

書面により正確に報告しなければならない。

第8条 向じく，死刑相当の犯行が公知であるか，又は，上に定めるように，死

160 



〔識訳〕カ-)V5世刑事裁判令 (1532年)試訳(1)

刑相当の犯行に関する適法な徴滋 (redlichanzeygung) 12)が発見されるときは，真実

発見に資する拷問及び全ての取調べ (erkundigung)，並びに，行為者の自白に基づ

く判決 (rechtfertigungauff das thetters bekennen)については， (弾劾人の〕訴えに基

づき拘禁された者に関し，以下(=11条以下〕に明確に定めかつ命じられる方式が

遵守されなければならない13)。

第9条 問じく，犯行の疑いのある被拘禁者が，拷問によらず又は拷開によるも，

疑いのある犯行を自白しない場合において，犯行につき有罪を証明 (uberwisen) し

うるときは，犯行の証明及びこれに基づく死刑の判決を行うについて，訴えに基づ

き拘禁された者に関し，以下(=11条以下〕に明確に定める方式が遵守されなけれ

ばならない。

第 10条 同じしある者が，十分かつ疑いなく有罪を立証され認定 (erfinden)

された犯行につき，朕及び神聖帝国裁判令に従い，職権に基づき官憲により，終局

的に身体又は四肢に対する刑罰を受けるべきとき，すなわち，刑罰が死刑又は永久

拘禁 Cewigergefencknus)に至らざるときは，この種の刑罰の判決を行うに当た

り，特に「同じく，ある者が， (朕の本令に従い行われた)云々」をもって始まる

196条の規定が遵守されなければならない14)。

弾劾人が裁判 Crecht)を求めるときの名指しされた犯人の拘禁 Cannemen)

について

第 11条 同じく，弾劾人 Cklager)が，ある者を峻厳なる刑事訴訟に付し，拘禁

することを官憲又は裁判官に申し立てるときは，弾劾人が権利として被告人 Cange-

kalgter)の拘禁を申し立てるか，又は，被告人と同じく拘禁されることをナ申し立て

るかにかかわりなく 15)，弾劾人は，まずもって，被告人に刑事罰 Cpeinliche straff) 

を科す根拠となる犯行並びに犯行の適法なる疑惑及び嫌疑を陳述しなければならな

い。弾劾人がこれを行うときは，被告人は拘禁され，弾劾人の陳述は正確に録取さ

れなければならない。拘禁に際し獄舎は，被拘禁者の身柄を保全するために設営さ

れなければならず，被拘禁者に重大かつ意図的な苦痛を与えることを目的として設

営されてはならないことに，特に留意しなければならない。被拘禁者が 1名を超え

るときは，栢互に口裏を合わせ，犯行を隠蔽すべく取り繕うため謀議することを防

ぐため，獄舎がそれを許す限k 被拘禁者は相互に隔離されなければならない。
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保証提出までの弾劾人の留置 (verhe飴ung)について

第12条 同じく，被告人が拘禁されるときは，直ちに，弾劾人又はその代理人

(gewalthaber)は，以下に定めるように，裁判官及び4名の参審人が事件の状況 (ge-

legenhe戸)並びに弾劾人及び被告人の人物評価 (achtungbeyder personen)を考慮、し

十分と判断する保証 (burgen，Caution， bestandt vnd sicherug) 16)を提出するまで，留

置されなければならない。すなわち，これは，弾劾人が，刑事訴訟を追行すること

なく17)，弾劾された犯行又はその適法かっ十分な徴葱及び推定根拠を，裁判官が

定めたしかるべき期間内;こ，裁判官及び裁判所(=参審人?J又はその多数が十分

と判断する程度に証明 (beweisen)せず，又は，その他の理由により敗訴する場合

において，それより生ずる費用並びに被告人に加えられた恥辱及び損害を，民事判

決に従い補償するためである。拘禁を受けた被告人が，要した費用，恥毒事，損害の

補償をより十分かつ迅速に受けるため，その種の費用，恥辱，損害の回復を求めて

刑事弾劾人を刑事弾劾人の正規裁判官の許に提訴するか，又は当該〔刑事〕訴訟手

続及び判決が行われた裁判所に提訴するかは，拘禁を受けた被告人の意思lこ委ねら

れなければならない。この場合，手続及び審理は，略式にすなわち正規訴訟 (recht-

liches proces)の方式によることなく行われ，かつ，判決は上訴を許すことなく 18)

〔直ちに〕執行されなければならない。ただい当該刑事裁判所は，これにより，

当該訴訟事件以外の事件において，従前より有する民事裁判権及び判決権を超える

民事裁判権及び判決権を取得するものではない。

犯行を自白する被告人 (beklagter)が，犯行について適法な免責事由を主

張するときの弾劾人がなすべき保証について

第13条 向じく，行為者が犯行を否認することなししかし，証明されるなら

ば刑事罰を免れうるような犯行に関する適法な免責事由化ntschuldigung)を主張

し，かつ，弾劾人が行為者が主張するかかる免実事由を争う場合においては，弾劾

人は，被告人が弾劾lこ係る行為による刑事罰を免れるべき事由を証明するときは，

上(=12条〕に定める裁判所において，拘禁，恥辱及び損害に関する終局的民事訴

訟に服し (entlichsburgerlichen rechtens zupflegen) 1ヲ)，被告人に対し当該裁判所の判

決に従い全ての裁判費用を補償'する責めを負うことを，人物及び事件の状況に応

じ裁判官及び4名の裁判所構成員すなわち参審人の判断するところに従い，必要に

応じ保証しなければならない。かかる保証がなされた後， r同じしある者が犯行
を自白し云々jをもって始まる 151条に定めるように，犯行の免責について証明
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(ausfurung) 20)が行われなければならない。かつ，この場合においては，かかる証

明がなされかつ特段の判決がなされる前に，拷問を用いてはならない。

弾劾人が保証を行うことができないとき，保証留置 (gegenhafftung)はど

のように行われるか

第14条 同じく，弾劾人が，保証を行うことができないにもかかわらず厳格な

る刑事訴訟を追行しようとするときは，弾劾人は，人物及び事件の状況に応じ，上

〔と12条〕に定める適法な証明 (ausfurung)が終わるまで，被告人とともに留置きれ

なければならない。また，弾劾人及び自己の免責事由を証明しようとする者[=被

告人〕が上に定める保証又は証明のために必要となる者があるときは，これらの者

が弾劾人等と接見交通する (zuvnd von jm wandeln)ことが許されなければならな

い。弾劾が，君主，聖職者，団体21)，その他身分ある者により身分{尽き者に対し

てなされたものであるときは，被告人より身分の{尽くない他の者が，それらの〔身

分ある〕者に代わり，被告人とともに留置されることが許される。さらにまた，こ

の自ら留置された者も，上lこ定められたように保証を行おうとするときは，留置か

ら解放されなければならない。

弾劾入が犯行に践する疑惑 (argkwon)を証明したとき，又は，その他犯

行が明らか (bekenntlich)であるとき22)の， 11也の保証について

第15条 同じく，弾劾人が疑吉宗及び嫌疑を証明した場合，又は，その他犯行が

否定しがたい〔ほど明白である〕場合において，上[=13条J!こ定めるように，行為

者が犯行につき十分なる免責事由を証明することができないときは，弾劾人は，被

告人が拘禁される理由となった厳格なる刑事訴訟を朕及び帝国裁判令に従い追行す

ることについて保証しなければならない。ただし，この場合，弾劾人は，さらなる

〔被告人に対する損答賠償等に関する〕保証を負わせられではならない。裁判所書記

は，被告人の拘禁，訴え，答弁，保証，尋問，取調べ，証明及びその他審理 (han-

deln)の結果並びにこれらに基づく判決を，会て， I同じく，全ての裁判所書記は

云々」をもって始まる 181条及びそれ以下の数頁 (plettern)に定める記録に関する

一般的指示及び様式に従い，整然かつ分明に (ordentlichvnd vnterschiedlich)記録

しなければならない。
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疑いのない犯行について

第16条 同じく，裁判官及び判決人は，特に以下の点について注意を喚起され

なければならない。〔たとえば，①〕適法かつやむを?えざる理由なし怒lこ公然と敵

対行動を行い若しくは平和侵害者となった23)場合， [②〕犯行中に捕縛された場合，

又は， [③〕強奪物又は盗品~知僚の上所持したところ，以下において各刑事罰(の

免責事由がある場合)について定めるように，理由を挙げてこれを否認し，若しく

はこれについて適法な免責事由を挙げることができない24)場合のように，犯行が

しかるべく刑事罰を免震する適法な事由を欠き，公然かつ疑いのない場合又は公然

かつ疑いのないものとなった場合25)26)， また，かかる場合の他〔④〕同様に公然

かつ疑いない犯行である場合には， [本裁判令のその他の箇所において，疑いのな

い犯人を放置するためではなく，専ら真実の解明のために定められている〔訴訟手

続の履践から生ずる〕訴訟延引は国避されなければならない)27)。行為者が，公然か

っ疑いのない犯行を邪悪にも否認しようとするときは，裁判官は，かかる公然かっ

疑いのない犯行について，可能な限り最少の費用合もって終局判決及び刑罰が促進

されかっ執行されるよう，峻厳なる拷聞により真実を自白させなければならない。

被告人の拘禁後，弾劾人は裁判所への召喚を送達すべき場所を指定した後

でなければ退去しではならない

第17条 同じく，被告人の拘禁後においては，弾劾人は，裁判官が裁判上必要

な事項を送達すべき， しかるべき〔送達者にとって〕安全かっ危険のない場所にあ

る特定の住居そ指定した後でなければ裁判官の許から退去しではならない。弾劾人

は，送達者に対し，裁判所から弾劾人の住居に至るまでの旅程 1マイノレごとに，各

領邦の習慣に従い相当の送達報舗を与えなければならない。裁判所書記は，弾劾人

がかかる〔住居のある〕場所として指定した場所を訴訟記録に録取しなければなら

ない。

犯行に関する適法な徴溶を覚知しうる根拠について

第四条 同じく，朕及び神聖帝国裁判令は(本条の前後において)，普通法に従

い (gemeynemrechten nachl，拘禁，及び，犯行を疑われ持劾されながら犯行を自

白しない者に対する，犯行の適法な徴滋，指標，疑慾，嫌疑 (anzeygung，warzey-

chen， argkwon， vnd verdachtlに基づく拷問を定める。〔しかし，J適法十分な徴滋，

疑惑若しくは嫌疑を生じさせる根拠又は指標合会て記述することは不可能で、ある。
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したがって，通例かかる事項について知識を有しない官吏 (amptleut)28)，裁判官

及び参審人が，各地のドイツ語において，犯行の適法な徴i民疑惑又は嫌疑がどの

ような場合に生ずるかを容易に判断しうるよう，適法な f徴滋J，r疑惑j又は「嫌
疑j と〔様々に〕呼称されうるものの具体例 (gleichnus)を以下に定める29)。

「徴窓」の語義 (begreiffung)について

第四条 同じく，朕はしばしば適法な (redlich)徴滋について述べるが，それ

は常に，適法な指標，疑惑，嫌疑及び推定を意味するものであり，その他の語は用

いない。

何びとも適法な徴湿なくして拷問されてはならない

第20条 同じく，当該犯行の適法な徴港、が予め存在しかっ証明されていないと

きは，何びとも拷問されてはならない。にもかかわらず， [違法なる〕拷問により

犯行について自白がなされたときは，自ちは信用されではならず，何びとも自白に

基づいて有罪とされてはならない。官憲又は裁判官がこれに違背するときは，徴j患

の証明な〈違法に拷関された者に対し，恥辱，苦痛，費用及び損害をしかるべく賠

償しなければならない。

かかる場合において，いかなる官憲，裁判官も，受けた恥辱，苦痛，費用及び損

害についていかなる実力行使も行わず裁判による訴求も行わない旨の被拷問者によ

る不復讐笠誓 (vrphede)を楯として，救済，保護又は庇護されることがあっては

ならない30)。

魔術によって占うと称する者が占った徴滋について

第21条 同じく，魔術その他の技法によって占うと称する者が占った徴1置を理

由として，何びとも拘禁され，又は拷問されてはならない。むしろ，占い師及び

〔占いによる徴滋に基づいて〕弾劾を行った者は，それを理由に処罰されなければな

らない。さらに，占い師が供した徴j患に基づいて手続を行った裁判官もまた，前条

に定めるように，拷問された者に対し，費用，苦痛，恥辱及び損害を賠償する責め

を負わなければならない。

犯行の徴惑に基づいて科しうるのは拷問に線られ，刑罰を科してはならない

第22条 同じく，以下の点に留意しなければならない。すなわち，何びとも，
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何らかの徴滋，疑惑，指標又は嫌疑に基づいて刑事罰の最終有罪判決を受けること

があってはならない。徴j患が(以下に定めるように)十分であるときは，専ら拷間

企行うことができる。何びとも，刑事罰の最終有罪判決を受けるべきときは31)， 

(本裁判令の他の筒所(=60条， 67条〕において明瞭に定めるように)，推定又は徴

漆ではなく，自白 (bekennen)又は証言による証明 (beweisung)に基づき有罪とさ

れなければならないからである。

犯行の十分な徴惑はどのように証明されるべきか

第23条 同じく，拷問を行う根拠となる各徴滋は，十分なる証言による証明

(genugsame beweisung)に関する以下の若子の条文(=62条以下〕において定める

ように， 2名の良き証人によって証明されなければならない。ただし，犯行の主要

事実 (diehauptsach der missethat)が1名の良き証人によって証明されるときは，

「同じしある者が， (以下において良き証人及び証明について定めるように，) 

云々jをもって始まる第30条に定めるように，半〔完全〕証明 (halbbeweisung) 

として，十分な徴~となる。

本裁判令に明示されていない犯行の徴1~は，以下に定める徴惑に基づいて

類推する (gleichnusnemen)ことができる

第24条 河じく，以下の条文に挙示されていない事例の場合においては，犯行

の疑惑及び徴滋 (argkwonvnd anzeygung)について定める以下の条文に基づき類推

を行わなければならない。なぜならば，疑惑及び疑いのある全ての事例及び事情を

記述することは不可能だからである。

全ての犯行に関わる一般的疑惑及び徴患について

第25条 まず第 1に，疑惑を生ずる断片的事実 (argkwonigeteylenlについて述

べ，加えて，これら断片的事実がどのように，かつ，いかなる場合に適法な徴獲を

構成するかを説明する。

向じく，以下の多数条文において定められ，かつ拷問に十分なものと命ぜられて

いる徴滋を見出しえないときは，以下に定める疑惑を生ずる〔一般的]諸事情，及

び，その全てを〔ここに〕記述することのできない，類似の疑惑を生ずる〔一般

的〕諸事情が取り調べられなければならない32)。

第1に，被疑者が，当該犯行をなしうると予期し (versehen) うるほど，悪評
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(boser leumunt vnd ger註cht)のある大胆不敵若しくは軽率な人物であるか否か，又

は，被疑者が同種の犯行を行い，全て，若しくは疑われたことがあるか否か。ただ

し，そのような悪評は，その敵対者又は軽率な人々ではなし公平な分別ある人々

に由来するものでなければならない。

第 2に，被疑者が，犯行に関連のある不審なる場所 (geuerlicheorte)において目

撃され，発見又は捕縛されたか否か。

第 3に，行為者が犯行中，又は，犯行場所への往還において目撃されたか否か。

被疑者が同定されなかった場合は，被疑者が，上記の行為者と同じような体つき，

衣服，武器，乗潟その他を帯有していたか否か。

第4に，被疑者が，同種犯罪を行う者の許に居住し，交友しているか否か。

第 5に，加害行為33)の場合においては，被疑者が嫉み，敬意，以前に行った脅

迫 (vorgeende trawe) 34)，何らかの利得の期待から犯行に至ったか否かに留意しな

ければならない。

第 6に，被害者 (einverletzter oder beschedigter)が，何らかの理由から侭びとか

をケ犯人と呼び， その後死亡したか，又は宣誓によって〔犯人であることを〕確証し

fこか否か。

第 7に，何びとかが犯行を理由に逃亡したか否か。

第8に

第26条 同じしある者が，多額の財について他者と訴訟を行い，その財がそ

の生活費，資産の大部分に相当するものであるときは，所有者は，訴訟の反対当事

者に対し敵意に満ちた大敵であると見なされる35)。したがって，反対当事者が密

かに謀殺されるときは，その者に対し，謀殺を行ったという推定が生ずる。かっさ

らに，その行状 (wesen)に照らし，その者が当該謀殺を行ったという疑いがある

ときは，適法な免責事由を有しない限り，拘禁し拷問することができる。

上に定める疑惑を生ずる断片的事実 (argkwonigerteyI oder stuck)が，いか

なる場合に併在して又は単独でー拷問を行うに十分なる徴惑を構成するかに

関する規則

第27条 同じく，前条は拷問の徴j患に関する 8個の疑惑を生ずる断片的事実を

定めるが， これら疑惑をケ生ずる断片的事実は，それぞれ， [単独では〕拷聞を行う

根拠となる適法な徴態としては十分ではない。しかし，何びとかに対し，疑惑を生
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ずる断片的事実が併存するときは， (拷聞を判決し執行すべき)者は，認定された

上に定める又は同種の疑惑を?生ずる断片的事実が，それぞれ単独で、適法な徴?患を構

成する以下の条文[=29条以下〕の場合と同様36)，嫌疑のある犯行の適法な徴j患を

構成し，拷問に十分となるか否かそ考量しなければならない。

上に定める事項に関するさらなる規則

第28条 同じく，何びとかに対し， (上に定めるような)疑惑を生ずる断片的事

笑のいくつかに基づいて犯行の〔十分なる〕嫌疑が生ずるときは，ニつの点につい

て常に等しく留意しなければならない。第 lは，認定された疑惑であり，第 2!ま，

被疑者が，犯行に関し免責事由となるどのような良き推定根拠を有するか37)，で

ある。これに基づいて，疑惑の事由が免責の事由よりも大きいと考量されうるとき

は，拷問を行うことができる。しかし，免責事由が，認定された若干のより小さな

疑惑よりむしろ重視されるべきときは，拷問を行ってはならない。以上について疑

義が生ずるときは，拷問を判決しかっ執行すべき者は，法有識者 (rechtuerstendigel

及び朕の裁判令の末尾において定めるところに鑑定を求めなければならない。

それぞれ単独で、拷問を行うに十分なる一般的徴窓

第29条 同じく，何びとかが，犯行に際し何物[=犯行用具等〕かを紛失又は遊

関し，後にそれが発見され，それが行為者の物と判断され38)，かつ，その物が紛

失する直前その物を所持していた者が判明したときは，その者は拷聞きれなければ

ならない。この者が，認定又は証明されるならば上の疑惑を否定するような事実を

主張するときは，拷問に先立ち，かかる免責事由について取調べが行われなければ

ならない。

第30条 同じく，ある者が， (以下において良き証人及び証明について定めるよ

うに， )専ら 1名の良き信用すべき証人によって犯行の主要事実を十分に証明する

ときは，それぞ半完全証明と称する到。かかる半完全証明は，犯行の適法な徴j民

疑惑，嫌疑を構成する。ただし，ある者が，何らかの状況，指標，徴j長，疑惑，嫌

疑を証明しようとするときは，少なくとも 2名の良き信用すべき綴疲のない証人に

よって行わなければならない。

第31条 同じく，犯行に際し諮幼者を手ぎした犯人であって，有罪を証明された

( uberwunden 1者が，拘禁中に，認定された当該犯行を脅助した者について供述す

る (besagen)場合において，その供述に関し，以下に掲げる事情が認められるとき
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は40)，この者に対しでも〔拷褐を行うに足る〕疑惑が生ずる。

第 1に，供述者 (sager)が，拷問中，上の供述に係る者の氏名を詞われることな

く41)， したがって，その者[=詩助者〕を特定した尋問又は拷問を受けることな

しむしろ，供述者が，犯行を暫助した者について一般的に尋問され，その〔供述

に係る〕者を自ら考え名指ししたこと。

第2に，供述者は，名指しされた者が， どのような理由からどこでいつ供述者を

常助したか，どのような交友関係にあったかについて，精確に (eygentlich)尋問さ

れなければならない。それに際し，供述者は，各事件の状況及び態様に照らし，そ

れ以降の真実発見に最も良〈役立ちうる，あらゆるありうべき及び必要な事情につ

いて尋問されなければならない。これらの事情はその全てを記述することができな

いが，入念さ(f!eissig)及び賢明さを?兼ね備えた者〔口裁判宮〕であれば自ら良〈想

到しうるところである。

第3に，供述者が，名指しされた者 (derversagte) と特段の (sonder)42)敵対，不

和又は対立関係にあるか否かが，取り識べられなければならない。そのような敵

対，不和若しくは対立関係が明白であるか又は取調べの結果判明するときは，取調

べの結果確認されるならば適法な徴?患を構成するような信用すべき十分な事由又は

指擦を供述者が示す場合を除いて43)，名指しされた者に不利益な供述について供

述者を措信しではならないからである。

第 4に，名指しされた者が不審なる者であり，供述された犯行を?なしうると予期

しうる〔ような人物である〕こと。

第 5に，供述者は供述を維持しなければならない。しかし，聴罪師の中には，罪

人が告解するに当たり，真実に即して行った供述を最後になって撤回することを教

示する悪習を行う者がある。聴罪的のかかる行為は可能な限りは阻止されなければ

ならない。なぜならば，何びとも，公共の利益に反し，無事に不利益となりうるよ

うな悪行を犯人が隠蔽することを帯劫しではならないからである44)。供述者が最

後になって，詳細な事情を含めてなされた前の供述又は主張を撤回し，かつ，供述

の撤回が共犯者を助けるためになされたか，上のように聴罪的によって撤回を教示

された可能性があると思料されるときは，供述者が述べた諸事情及びその他取調べ

によって判明した諸事情に留意し， [既になされた共犯者としての〕名指し (versa-

gung)45)が適法な徴滋となるか否かを考量しなければならない。それに際しては，

名指しされた者の慈しき又は良き行状及び評判の有無，名指しした者との交友関係

(gemeynschafl丘odergeseIschaf仕)の如何に特に留意し，取調べが行われなければな
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らない。

第32条 同じしある者が，自ら大言壮語するなど，他から強いられることな

し弾劾され又は嫌疑をかけられている犯行を実行したこと，又は，犯行が実行さ

れる前にその旨の脅迫を行い，かつ，その後間をおかず、犯行があったことを供述し

た事実が，上(=23条， 30条〕に完全証明 Cgantzeweisung)について定めるように，

十分に証明 Cuberweisen)され，かつ，その者が当該犯行をなしうると予期しうる

ような人物であるときは，犯行の十分な徴j震とみなされ，拷向による尋問がなされ

なければならない。

個々の犯行に関する徴窓について。〔以下の〕各条文〔に定める徴滋〕

は，当該犯行の適法な徴癌として，かっそれに基づいて拷問を行う

のに十分で、ある

密かに行われる謀殺の十分なる徴語、

第33条 同じく，謀殺につき疑いがありかつ弾劾された者が，謀殺が行われた

時刻に，不審なる状況下において (verdechtlicherweis)，血のついた衣服を着用し

若しくは武器を所持しているところを目撃されたとき，又は，故殺された者の所持

品 Chabe)を取得，売却，譲渡若しくは所持したときは，拷問を行うために十分な

る徴j匿とみなされる。ただし，その者が信用すべき徴湾、又は証明 Cbeweisung)に

よってかかる嫌疑を反駁する Cableynen)ことができる場合を除く。かかる反駁

は，拷問を行う前に聴取されなければならない。

多衆によるl喧嘩闘争中に行われ，かつ何びとも犯行を認めない場合の公然

たる故殺の十分なる徴滋

第 34条 同じく，公然たる噴嘩闘争 Coffenbareschlahen oder rumoren)46)中に行

われ，何びとも行為者であることを白認しない故殺の場合。すなわち，被疑者が喧

嘩の現場におり47)，殺害された者と敵対関係にもあり，その剣を抜き，かっ，殺

害された者を刺し，新り，その他危険な攻撃によって争ったときは，当該犯行の遜

法な徴j患となり，拷聞が行われなければならない。被疑者の剣に血の付着している

ことが発見されたときは， この嫌疑は一層強いものとなる。ただし，このような徴

慾又は同種の徴j震が存在せず，かっ，犯行の現場に偶然 Cvngeuerlicherweis) 48)立

ち会わせたものであるときは，拷問されてはならない。
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密かなる出産及び母殺による子殺しの十分なる徴癌

第35条 同じく，処女と目される娘が密かに子を出産し殺害したと疑われると

きは，日頃より大きな腹部を目撃されたことがあるか否か，さらに，腹部が小さく

なりその後顔色がすぐれなかったか否か，が特に取り調べられなければならない。

このような事実及び同種の事実が発見され，かつ，娘がこの種の行為をなしうると

予期しうる人物であるときは，さらなる事実の解明に役立つ限り，人目のない場所

において，経験のある女によって検査されなければならない。娘に疑惑があると認

定され，にもかかわらず犯行を自白しないときは，娘を拷問することができる。

第36条 同じく，子が殺害されて間もないために娘の乳房からなお乳が出ると

きは，娘の乳房から乳を出させることができる。娘の乳房からしかるべき完全なる

乳が出るときは，娘に対し拷問を行う強い徴溶となる。しかし，妊娠していない女

においても，何らかの自然的原図により乳房から乳が出ることがありうる， と述べ

る若干の医師がある。したがって，娘がそのような理由から無実を主張する (sich

entschuldigen) ときは，産婆その他により， この点についてさらなる取調べが行わ

れなければならない。

密かなる毒殺の十分なる徴題

第37条 向じく，被疑者が毒物を購入し，又はその他毒物を扱ったこと，か

っ，被疑者が毒殺おれた者と不和であったこと，毒殺された者の死から利益を期待

していたこと，さらに又は犯行をなしうると考えうる軽率な人物であることが証明

(uberweisen)されるときは，犯行の適法な徴怒となる。この場合は，被疑者は，当

該毒物を他の不可罰的(vnstrafflich)な事柄のために使用し又は使用しようとした

ことにつき，信用すべき徴j患を提出することができる49)。

同じしある者が毒物を購入し，官憲の商前においてこの事実を否認するが，購

入の事実が証明されるときは，いかなる目的のため当該毒物を使用し又は使用しよ

うとしたか払〔拷問により〕尋問すべき十分な理由となる。

間じく，各地の全ての官憲は，薬剤師その他毒物を販売又は取り扱う者に，当該

官憲への申告 (anzeigung)，当該官憲の了解又は許可なくして何びとにも毒物を販

売し提供しない旨誓約及び宣誓させなければならない。

強溢犯の嫌疑に関する十分なる徴!~

第38条 同じしある者が，強奪された財物を所持し，売却し，あるいは引き
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渡し，その他当該財物について不審な振る舞いを行ったと認定され， しかも，売主

及び〔本人が強盗でないことの〕保証人 (wermann)を提示しようとしない場合は，

その財物が強奪されたものであることを知らず，善意によって取得したことを明ら

かにしない浪仇強盗の卜分な徴還がその者に対して生ずる。

第39条 同じく，騎士又は徒士が，頻繁に旅舎に滞在，飲食し，その費用を十

分に賜うに足るしかるべき職務，取引又は収入のあることを示すことができないと

きは，多くの悪行，特に強盗の疑惑と嫌疑を生ずる。これは，これら不逗の輩を放

置することなし逮捕，拷問し，その犯行を厳しく処罰すべきことを定める朕及び

帝国の一般ラント平和令から明らかである。向様に，各宮憲は，不審なる乞食及び

浮浪民主?入念に監視しなければならない。

強進犯又は窃迩犯を諺助した者に関する十分なる徴窓

第40条 同じく，ある者が知憶の上かっ故意:をもって50)強取若しくは窃取され

た財物，捕獲物又はその一部を取得したとき，ある者が知情の上故意をもって行為

者に糧食合提供し，また，行為者若しくは当該不正財物の全部若しくは一部を受け

入れ，匿い，宿泊させ，売却し，若しくは譲渡したとき，又は，何人かがその他同

様の方法により行為者に対し故惑をもって支援，助言若しくは援助 (furderung，

radt oder beistand)を行い，若しくは不正に行為者の犯行に関与した51)ときもま

た，拷簡を行う徴滋となる。

同じしある者が， (①〕それまで拘禁されていた〔事実と〕拘禁場所を明らかに

した脱獄者を蔵匿したとき52)，さらに， (②〕この種のことを行わないとは信頼さ

れておらず，むしろ，十分な理由lこ基づき，行為者lこ親和的であり同議していると

みなされている被疑者が， (行為者を〕拘禁している官憲の不安日のまま， (被害者と

和解金の〕支払いについて約定し，かつ支払いを自ら引き受け又は支払いに関し保

証人となるときは53)，これらの事情は全て，前2条に関し，全体として又は単独

で，犯行者守助の適法な徴滋となり，拷聞を行うことができる。

密かなる放火の十分なる徴窓

第41条 同じく，ある者が密かなる放火の疑いがあるか，又はそれについて弾劾

された場合において，その者が日頃より不審なる徒輩であり，かっ，その者が，通

例密かに放火するために用いられる異常かつ不審なる危険な着火材料 (Feuenverck)

色放火の直前密かにかつ不審なる態様において所持したことを確認しうるとき
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は，放火の適法な徴滋となる。ただし，良き信用すべき理由を挙げて，着火用具を

不可罰的な事柄のために使用し又は使用しようとしたことを示すことができる場合

を除く。

背叛の十分なる徴滋

第 42条 同じく，被疑者 (derverdacht)が，密かに，異例かつ不審なる状況の

下で (heligervngewonlicher vnd geferlicher weis)，被疑者の背叛行為によって恩恵を

受けた者とともにいるところをしばしば包撃され54)，それにもかかわらず，その

者の面前においては不安ぞ感ずるかのように〔他の者に対して〕装い，かつ，その

種のことをなしうると予期しうるような人物であるときは，拷問の徴?惑となる。

窃盗の十分なる徴ir!<

第43条 同じく，盗品が被疑者の許で発見され，又は，被疑者が議品の全部又

は一部を所持，売却，譲渡若しくは費消したことが判明したにもかかわらず，その

物の売却者宕しくは〔盗品でないことの〕保証人を供述しないときは，その財物を

善意lこより公正かっ不可罰的に所持するに至ったことを証明しない限り，被疑者に

対し，犯行の適法な徴j震が生ずる

間じく，窃盗が特別の開錠又は破壊用具合用いてなされ，被疑者が現場におり，

犯行に用いられた危険な開錠又は破壊用具を所持していた場合において，被疑者が

当該犯行をなしうると予期しうるような人物であるときは，拷聞が用いられなけれ

ばならない。

同じく，特に重大な窃盗が行われ，何びとかが被疑者となり，その者が，事件

後，盗品を除くならばその財をもって賠いうる程度を超える多額を支出しているこ

とが判明し，その不審なる財物を奈辺より入手したかについて十分なる理由55)を

挙げることができない場合において，被疑者が当該犯行をなしうると予期しうるよ

うな人物であるときは，被疑者lこ対し，犯行の適法な徴滋が生ずる。

魔術の十分なる徴ir!<

第 44条 同じく， {;司びとかが，魔術 (zauberei)を教えることを他の者に申し出

た場合，他人に魔術をかけると脅迫し，脅迫された者にその種のことが生じた場

合，特に男女の魔術師と交友関係を持ち，幸子しくは，魔術の特徴ぞ帯びた怪しげな

る物，身振り，言辞，記号を用いた場合において，当該人物について従来より魔術
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の嵐評があるときは，魔術の適法な徴濃かつ拷開を行う十分な理由である。

拷問について

第45条 隠じく，弾劾され，かつ否認された犯行の疑惑及び嫌疑が，上[=23 

条〕に定めるように認定され，かつ，証明されたと認められる56)ときは，弾劾人の

申立てにより，弾劾人に拷間期日が告知されなければならない。

第 46条 同じく，職権又は弾劾人の詰求に基づき被拘禁者 (dergefangene)を拷

問しようとするときは，被拘禁者は，予め，裁判官，裁判所構成員 2名及び裁判所

書記の面前において，その人物及び事件の事情に応じ，犯行又は疑惑のさらなる取

調べ (erfarung)に最も有益な言葉をもって，入念に供述を促されなければならな

い。また，被拘禁者は，嫌疑の対象となっている犯行を忠良するか否か，犯行につ

いて知れる事実は何かを，拷聞の威嚇をもって問い質されなければならない。被告

人が自白し又は否認した内容は記録されなければならない。

拷陪に先立ち無罪の陳述を促すこと及びそれに基づくさらなる手続

第47条 同じく，前条の場合において，被告人カ、弾劾に係る犯行57)を否認す

るときは，行ったと非難 (aufflegen)されている犯行について無罪であることを陳

述しうるか否かが追及 (furhalte引きれなければならない。また，特に，被告事件

たる犯行が行われた時刻にある場所に第三者とともに居たという，被拘禁者の犯行

ではありえなかったことを示す事実営証明し提示しうるか否か，被拘禁者の記憶を

喚起しなければならない。このような記憶喚起は，多くの者が，無実であるにもか

かわらず，無知又は驚惇により，自らの無罪を主張し証明する方法を申し立てる

ことができないがために必要となるものである。被拘禁者が，ょに定める方法によ

り又はその他有益な根拠を挙げて無罪を棟述するときは，裁判官は，被告人 (der

verklagte)又はその親族の費用負担において，主張に係る無罪について速やかに取

調べを行わなければならない58)。また，被拘禁者等の申立てがあるときは，裁判

官の許可に基づき，被拘禁者又はその親族が無罪主張のために提出しようとする証

言は， しかるべしかっ「同じく，被告人が自白しない場合において云々jをもっ

て始まる 62条以下の条文において証明について定められるところに従い，聴取さ

れなければならない。上に定めるかかる証人尋問の申立ては，これを請求する被拘

禁者又はその親族に対し，十分かつ適法な理由なくして拒まれではならない59)。

ただい被告人又はその親族が上に定める費用を貧闘により負担することができな
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いときは，悪が処罰を免れ，無事が不法にi成ばされることのないよう，官憲又は裁

判所による費用負担の下，裁判官において手続を行わなければならない。

同じく，上に定める取調べにおいて被告人の無罪が明らかにならないときは，被

告人は，上に定める適法な疑惑又は嫌疑の証明に基づいて，裁判官，少なくとも 2

名の参審人及び裁判所書記の面前において拷問されなければならない。自白及び全

ての取誠べによって明らかになった事柄は全て精確に録取され，弾劾人に関わる部

分が弾劾人に開示され，弾劾人の申立てがあるときは等しが交付されなければなら

ず，故意に省略され又は懸蔽60)されではならない。

拷簡によって自白した者は，どのように，その後拷聞を行うことなし

事実につきさらに尋問されるべきか

まず謀殺について

第48条 向じく，被尋問者 (dergefragt) 61)が，弾劾に係る犯行を拷聞により自

白し，その自白が録取されたときは，尋問者は自由につき， (以下に一部定めるよ

うに)個々具体的に，かっ，真実の発見に役立つ事項を入念に尋問しなければなら

ない。すなわち，被尋問者が謀殺を自白するときは，いかなる理由から，いかなる

日時に，いかなる場所において謀殺を行ったか，手話助者がいたか，常助者は何びと

か，死体伝埋め処分した場所はどこか，いかなる武器によって謀殺が行われたか，

被害者に対しどのような打撃あるいは傷を与えたか，又はその他どのような方法に

より被害者を殺害したか，被害者は金銭その他何を所持していたか，何を被害者か

ら奪取したか，奪取した物をどこに処分，売却，贈与，放棄，又は隠澄したか，に

ついて尋問されなければならない。このような尋問は，多くの点で強盗及び窃盗に

ついても適切なものである。

被尋問者が背叛を自白するとき

第49条 陪じく，被拘禁者が背叛を岳白するときは，何びとがそれを命じた

か，報酬として何を受領したか， どこで，どのようにして，いっそれが行われた

か，その動機は何かについて，被拘禁者を尋問しなければならない。

毒殺の自白について

第四条 向じく，被尋問者が，何びとかを毒殺し又は毒殺しようとしたことを
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自白するときは， (上に定めるように)全ての理由及び諸事情，かっさらに，いか

なる動機から毒殺を行ったか，何を用いたか，どのように毒物診使用し又は使用し

ようとしたか，いずれから当該毒物を入手したか，かつ，何びとが毒殺を需効し又

は助言したかについて，被尋問者を尋問しなければならない。

被尋問者が放火を自白するとき

第51条 同じく，被尋問者が放火ぞ自白するときは，特に(上に定めるよう

に)その動機，時刻j及び交友関係，かっさらに，いかなる着火用具公用いて放火を

行ったか，何びとから， どのようにして又はどこで当該着火材料又は道具を入手し

たかについて，被尋問者を尋問しなければならない。

被尋問者が魔術を自白するとき

第52条 同じく，何びとかが魔術を自白するときは， (上に定めるように)動機

及び諸事情，かっさらに，何をもって， どのようにして，いつ魔術を行ったか，い

かなる呪文又は行為によって行ったかについて，その者を尋問しなければならな

い。被尋問者が，魔術に役立つ何物かを地中に埋め，又は隠したことを供述すると

きは，そのような物の発見に努めなければならない。また，その他の物を用いて呪

文又は行為により魔術が行われたときは62)，これが魔力含有するか否かが判定さ

れなければならない。被尋問者は，何びとから魔術を習得したか，それはどのよう

な経緯によるのか，複数の者に対し魔術を使ったか，それは何びとに対しでか，そ

れによってどのような危害が生じたか，について尋問されなければならない。

拷問によってなされた自白に関する…般的かつ不特定の尋関事項 (fragstucke1 

第 53条 同じく，賢明なる者は，上に定める簡略な指示に基づき，被尋問者の

自白に係る犯行について，各事件の事情に応じ，いかなる事項がさらに尋問される

べきかを?理解しうるであろう。これらの事項は，真実の探知 (erfarungder warheytl 

に有益で‘あるが，その全てを列挙するには長大すぎよう。しかし，賢明なる者は，

上に定める徴滋に基づき，犯行を自白した者が無事ならば知りえずかっ述べること

のできない指標 (warzeychenl及び事情について尋問〔し供述を獲得〕するため，他

の事件においてはどのような追加的尋問を行うべきであるかを良く理解しえよう。

被尋問者が，追及に係る具体的事実 (diefurgehalten vnderschiedtlについてどのよ

うに供述したかは，正確に録取されなければならない。
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自白に係る犯行の諸事情の照会及び取調べ63)

第54条 同じく，拷問により又は拷問によらず行われた自白に関し，上 [=46

条〕に定める尋問項目警を〔証拠として〕用いる場合は，裁判官は，その地に〔人

を〕派遣い〔自由の〕真実性の確認に有益な範囲において，自白に係る犯行に関し

被尋問者が供述した諸事情 (vmstende)につき，上に定める諸事情に隠する自白が

真実であるか否かを入念に札明 (fragen)させなければならない。もしある者が，

一部上[=48条一52条〕に定めるような犯行の程度及び形態を供述し， [供述内容

と〕向ーの諸事情が判明するならば，被尋問者が自白した犯行を現に行ったことが

明らかになるからである。特に，その者が，現に生じた犯行に関し，無事ならば知

りえない諸事情を供述する場合はそうである。

自白に係る犯行の諸事情が取調べにより真実でないことが判明したとき

第55条 同じく，上に定める取調べにおいて，自白に係る諸事情が真実でない

ことが判明したときは，その虚偽であることを被告人に示し，厳しい言葉をもって

叱資しなければならない。次いで，上に定める諸事情を虚偽を交えることなく正し

く供述させるために，再度の拷聞を行うことができる。なぜならば，犯人 (die

schuldigen)は時として，犯行の諸事情について虚偽を述べ，取調べの結果真実で

ないことが判明するならば，それよって罪を免れるであろうと期待するからであ

る。

犯行の諸事情は，被拘禁者に予め告げることなしその全てを被拘禁者自

身に供述させるべきこと

第56条 同じく，疑いのある犯行を拷問により又は拷開の威嚇により自白した

者が，どのように当該犯行の全ての事情について尋問され，その事情につき取調べ

がなされ，かくして〔自由の〕真実性の根拠が解明されるべきこと等は，前条に定

める通りである。しかし，拘禁又は尋問に際し，被拘禁者が犯行の諸事憶を予め告

げられ， しかる後尋問されるならば， これ[=真実の根拠の解明〕の妨げとなろ

う。ゆえに朕は，裁判官が，かかることが行われることのないよう，かっ，尋問

[=拷問〕前又は尋問[=拷問〕中に，前数箇条において明らかに定められている方

法によることなく被告人が追及されることのないよう，配慮することを欲する。

同じく，被拘禁者は，裁判官の判断により，拷潤及び自白の少なくとも 2日又は

3日後，属吏部屋又はその他の部屋に座す裁判官64)及び2名の参審人 (zwendes 
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gerichts)の面前に引致され，裁判所書記によって自白ぞ読み聞かせられた上，再

度，自白は真実であるか否かを尋問され，これに対する供述もまた録取されなけれ

ばならない。

被拘禁者が先に自白した犯行を再び否認するとき

第57条 河じく，被拘禁者が先に自白した犯行を否認するが，上に定めるよう

な疑念(=徴滋〕が明白であるときは，被拘禁者営再び獄舎(=拷間部屋〕に引致

し，被告人に対しさらに拷問を行わなければならないが，上[=54条〕に定める諸

事情は，拷問念行う理由となるものであるから， [再び拷聞を行う前に〕入念に考量

しなければならないの)。ただい被拘禁者が否認の理由を主張し，これにより，

裁判宮が被拘禁者が誤って自白したと信ずるときを除く。このときは，裁判官はそ

の過誤の証明を被狗禁者に許すことができる。

拷聞の程度について

第58条 同じく，拷問は，人物に対する疑念の状況に応じ，良き賢明なる裁判

官の裁量により，その多少，囲数，緩急、66)が決定ちれ，執行されなければならな

い。拷問中の被尋問者の供述は採用され録取されてはならず，被尋問者は，拷聞か

ら解放された上で67)供述しなければならない。

尋問を受ける憐れなる者が重傷を受けているとき

第四条 同じく，被告人の身体に重傷又はその他の障害があるときは，被告人

に対する拷聞は，その傷又は障害に対する危害が最小限となるように行われなけれ

ばならない。

拷問中になされた自白は，いかなる場合に最終的に信用されるべきで、ある

かの判断

第60条 同じく，犯行に関し認定された適法な徴滋に基づいて拷聞が行われ，

前数箇条に鳴らかに定めるように，被尋問者の自白に関し可能な限り入念な取調べ

がなされ，自白に係る行為について，無事ならば述べかっ知ることのできない真実

が発見されるならば，この自白は疑う余地なく確実なものとして搭信され，これに

基づき， i同じく，何びとも，朕の制定普通法に従い云々jをもって始まる 104条

及びそれ以下の数箇条において刑事罰について定めるように，事件の性質に従い刑
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事罰が判決されなければならない。

被拘禁者が適法な嫌疑に基づ、いて拷持されたが，有罪であることが判明し

ないとき，又は有罪であることが証明されないとき

第61条 向じし(上に定めるように)拷関lこ十分であると誌明された疑惑及び

嫌疑に基づいて被告人が拘禁され，拷持されたにもかかわらず，自らの自白又は

〔証人による〕証明によって弾劾に係る犯行につき有罪を証明されない場合において

も，裁判官及び弾劾人は，上に定める適式かつ法において許容される拷問を行った

ことを理由として処罰されない。法の定めるところによれば，何びとも，犯罪を行

うことのみならず，惑をなすかのような挙動により犯行の風評又は徴j患の原因を作

出すること自体を避けるべきものであり，ゆえにこれに従わない者は〔拷問とい

う〕苦難を自ら招くことになろう， という点において，犯行に関し徴滋の存在が認

定されたこと自体が，拷問の執行に対する免責事由となるからである。また，かか

る場合においては，弾劾人はその負担すべき費用のみを，被告人は，嫌疑の原闘を

作出したがゆえにその〔拘禁中の〕糧食費 (atzung)そ支払わなければならない。

また，官憲は，刑吏 (Nachrichter)その他の裁判所属吏及び獄舎に関するその他の

費用を負担しなければならない。ただし，本神聖帝国令に反して拷問が行われたと

きは，当該裁判官は，不当なる拷聞を行ったものとして処罰されなければならな

い。したがって，裁判官は，法に定めるように (wierecht ist)68)，違反の態様及び

事情に応じしかるべく処罰され，賠償の資めを負い，最寄りの正規の上級裁判所

(nechstes ordentliches obergericht)において裁かれなければならない69)。

犯行の証明について

第62条 同じく，被告人が自白せず，弾劾人が犯行を証言によって証明 (beweiω

sen) しようとするときは，法に定めるように，証明を行うことが許されなければ

ならない。

身許不詳の証人について

第63条 同じく，身許不詳の証人 (vnbekantezeugen) 70)は，証人が廉潔 (red-

lich)71lかつ風評のない者であることが，証人提出者によってしかるべく証明7わさ

れる場合を除いて，反対当事者の異議申立てがあるときは許容されではならない。
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報酬を受ける証人について

第64条 同じく，報闘を受ける証人もまた排斥され，許容されるべきではな

し処罰されなければならない。

証人はどのように供述すべきか

第65条 同じく，読人は，知識の詳細な根拠を示し，自ら得た真実の知識に基づ

いて供述しなければならない。証人が他人から開いたことについて供述する (vonn

frembden horen sagen) ときは，供述は十分なものとみなされではならない。

十分なる証人について

第66条十分なる証人とは，風評のない，又は適法なる理由によって不適格と

されない証人伝いう。

十分なる証言について

第 67条 同じく，犯行が，真実の知識に基づいて供述する，少なくとも 2名又は

3名の信用すべき良き証人によって証明されるときは，犯行の形態 (gestaltder ver-

handlung)に応じて，刑事訴訟を迫行し73)，判決されなければならない。

偽証する証人について

第68条 向じく，故意の虚偽の証言により無事に刑事罰を受けさせ又は受けさ

せようとしたことが発見され，それにつき有罪を証明された証人は，上に定めるよ

うに74)，C!:l1i偽の〕証言によって無事を陥れようとした刑罰〔と同じ刑罰〕を受ける

ものとする75)。

証明がなされた後においても被告人が自白を矩むとき

第69条 悶じく，十分な〔証言による〕証明がなされた後においても，被告人が

なお自白を拒む場合において，告知によって被告人の自白を得ることが一層容易に

なる見込みがあるときは，犯行につき銑に有罪が証明されていることを被告人に告

知しなければならない。それにもかかわらず，上に定めるように十分に証明された

犯行を?なお自白しないときは，被告人は，拷聞を受けることなし有罪そ証明され

た犯行に応じて有罪判決が言い渡され(verurtheylt)なければならない。
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証人の提出及び尋問について

第 70条 同じく，何びとかに刑事罰を科す根拠となる証言は，十分明白かっ適

法なものでなければならない。したがって，朕は，被告人の犯行が密行されたもの

であり 76)，被告人が上[=45条以下〕に定める尋問に対しこれを自白することを拒

む場合において，弾劾人が否認に係る弾劾事実を〔証言により〕証明しようとして

これを許されるときは，以下にその詳細を定めるように，参審人の中の若千名又は

派遣受任裁判官(Commissarien)によって必要かつ適切な方法に従い証言聴取が行

われるべく，弾劾人が〔誌言により〕証明 (weisen)しようとする尋問項目 (artickell

に関する書面を整然と作成させ77)，証人の氏名及び住所を明示の上，書面を裁判

官に提出すべきことを欲する。

裁判所の証言聴取者 (kuntscha鈴 verh凸rer)について

第71条 当該刑事裁判所が，このような証言を適法に聴取することに熟達しか

っその能力のある者によって構成されているときは，裁判官は，その能力のある者

[=参審人)2名及び書記とともに，法の定めるところに従い，ょに定める証言を入

念に聴取し，かっ特に，証人の供述が動揺変遷するか否かに留意し，その種の事情

及び証人の態度から看取された事実を訴訟記録 (handell78) (こ録取しなければなら

ない。

裁判所構成員外の証言聴取者について

第72条 普通法によれば79)，刑事事件における尋問は，上に定めるような能力

ある裁判所構成員[=参審人〕以外の証言聴取者若しくは受任裁判官によって行う

ことが許されないにもかかわらず80)，(帝国の多くの地域において見られるよう

に)那事裁判所がj二に定めるような能力ある者によって構成されていない〔ことが

ある)81)。しかるに他方，証言聴取者の無能に起関する支障を避けんとするときは，

能力ある証言穏取者に依存するところが大である。したがって，朕は，かかる支障

が生ずる場合につき以下のように命じかっ欲する。かかる場合においては，裁判官

及び4名の参審人により，当事者の不利益又は費用とすることなし上に定める証

明項目書 (weisungartickel)が上に定める直近官憲に送付され，かつ，当該官憲

が，証人な提出しようとする者の申請に基づき82)，能力ある証言聴取者を，当該

裁判所に所属するか否かにかかわらず任命することができるよう，裁判官及び参審

人に知れる限りにおいて，事件の状況及び態様があわせて通知されなければならな
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い。また，その必要がありかつ申立てがあるときは， [当該宮古豪は，J証人にしかる

べき証言をなさしめるため，召喚状及び身柄保棒状を〔証言聴取者lこ〕与えなけれ

ばならない。したがって，当該官憲は， (できる限り)注意を払い，かつ，証人尋

問が法に従い行われるよう，不明の点については，当事者lこ費用及び不利益を及ぼ

すことなく法有識者の鑑定を求めなければならない83)。

証言の開示について

第 73条証言が穏取されたときは，証言の開示 (eroffnunglが行われなければな

らない。すなわち，その能力のある若干名の刑事裁判所構成員[=参餐人〕の面前

において証言が聴取されたときは，裁判官は当該証言の開示期日を定め，以下に定

める形式及び方法 (formvnd maslにより，抗弁書及び再抗弁書 (schri依licheeinrede， 

vnd schutzredelを提出することを許さなければならない。

しかし，刑事裁判所に能力ある構成員が欠けるために，上に定めるように裁判所

外の受任裁判官により証言が聴取された場合，又は，当該裁判所の参審人が会同し

なかったため，参審入念〔再び〕会向させるためにさらなる費用及び〔手続の〕遅

延が生ずるであろう場合において，参審人の会同が〔証言聴取の〕手続に有益でも

必要でもなし したがって， [さらなる〕費用及び訴訟遅延が回避されるべきとき

は，朕は，このような場合について，受任裁判官及び証言聴取者に対し，以下に定

める方法に従い手続を行うことを命じかっ欲する84)。

始めに，上に定める受任裁判官及び証言聴取者は，当事者に証言開示期日を指定

し，所定期日に，適切な対価と引換えに当事者に証言記録の写しを交付し，かっ，

事件の状況に照らし，証言記録の写し〔の内容〕が代理人 (sachwaltherl，特に被告

人に周知されるために必要と判断するしかるべき猶予を与えなければならない。ま

た，被拘禁者の代理人が被拘禁者のもとに赴くことが許されなければならない。両

当事者が当該証言について同意又は異議そ述べようとするときは，証言聴取者が事

件の状況に照らし椙当な期限内に定めるべき期日に，書面2部作成の上，上に定め

る証言聴取者に提出しなければならない。書面 I部は証言聴取者の手元に留めら

れ，かつ，他の 1部は反対当事者に交付され， (必要ならば)抗弁書 (gegenschri創

作成の用に供されなければならない。

当事者がこれに関連してさらに書面を作成しようとするときは，証言聴取者が

定める期限内に 2部作成しなければならない。ただし，いずれの当事者も，証言に

つき， 2}車を超える書由を作成することは許きれない(これに全ての異議及び申立
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て85)を記載し，かつ，事件につき弁論を行わなければならない86))。ただい聴取

者が，明らかに妥当かつ重大な理由に基づき，やむをえざるものと判断し，さらに

l通に限り， しかるべく速やかに提出することを許すべき場合を除しかくして，

証言が聴取，開示され，両当事者による抗弁及び申立て (eyn，vnd zu reden)がな

され終結するときは，証言聴取者又は受任裁判官は，その全て〔の書商〕を証言聴

取を命じた官憲に対し速やかに送付し， [送付を受けた]当該官憲は，訴訟係属する

裁判官に対し，当該事件においていかなる裁判を行うべきかについて，助言を行わ

なければならない。

被告人の無罪主張のための証言

第 74条 同じく，被告人が，訴えに係る犯行について無罪であることそ明らか

にすべし証言による証明を行おうとする (kundtscha飴 vndweisung fIむhren)8i)場合

において，裁判官が申出に係る証明を有益で、あると判断するときは，上に定める方

法に従い，加えて， I何びとかが，行為を自白し云々jをもって始まる 151条及び

それ以下の数箇条において，無罪証明の方法につき明確かつ詳細lこ定められるとこ

ろが遵守されなければならない。

証人費用について

第75条 同じく，刑事事件において証言による証明を行う者は，庶民であって

徒歩により往還する各証人に対し，証言に要する I臼ごとにつき，費用として8ク

ロイツアー，又は各領邦の貨幣事情に応じそれと等価の金銭を給しなければならな

い。その他の〔身分のあるJ88)者については，証言聴取者の判断するところに従わ

なければならない。

証人は刑事訴訟からの身柄保障(vergleytung)を付与されない

第76条 同じく，当事者及び証人は，裁判官又は受任裁判官の面前において，

刑事訴訟からの身柄保障を与えられではならない。ただい裁判所出頭について，

当事者及び証人に対し，暴力からの身柄保障を与えることができる89)。

訴訟は迅速に行われるべきこと

第 77条 同じく，費用節減のため，朕は，全ての刑事事件において訴訟 (das

recht) 90)が迅速に行われ，かつ故意に (geurlich)遷延されないことを定め命ずる。
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訳注

1) テキストは，“Vorrededes peinlichen halsgerichts"である。“ordnung"が欠如し

ているのではあるまいか。

2) Clasen， ad prooemium IIは，“stattlich"の語が「厳粛，かっ，挙げられた全事情

に照らし真実を写す詳細な報告jで‘あったことを示していると註解する。

3) “gepeinigピ'の意義については解釈の対立がある， Remus， prooemium; Vogel， p.2 

は f拷問J，Gobler， pr民 fatio;Langbein， preamble は「処罰j と解している。カロ

リーナの条文において“peinigen"が「処罰jの意味で使用される例はなく， I拷

問Jと解すべきであろう。

4) テキストは，“nachgelegenheyt Teut5cher land in disen allen， altem langwirigem ge-

brauch vnnd herkommen nach， die peinlichen gerichte an mancher orten mit rechtvesten-

digen erfarn geubten personen nit besetzt werden mogen"である。

イタリツク部分について， Gobler， praefationが逐語的な緩訳をと示す。他方， Lang-

bein， Preambleは，“日ccordingto long-established usage in German territolアinthese 

matters， the criminal courts in many places cannot be staffed with legally knowledω 

geable， experienced and practiced persons"， Vogel， p.1は，“tantque les Proviηces 

d'Allemagne re5teroient dansαt abu5， que la duree du tem5 avoit fort伊乙 onne pou-

voit point esperer de voir les Tribunaux Crimineles dans plusieurs endroits pourvus 

de personnes instruites & experimentees dans les Loix" (1ドイツの諸領邦が積年の

悪弊に陥っているがゆえに，多くの地の刑事裁判所が法の知識経験のある者によっ

て構成されることそ期待することができないJ)とする。

5) テキストは，“jtemerstlich"である。

“jtem"は，前後の文をつなぐ語であるから，第 1条の冒頭において“Jtemerst-

lich"というのは適切ではない。なお， Jtemは，以下の各条の冒頭に挿入されるのが

原則である。

6) 判決人は，参審人とも呼ばれる。 4条参照。

7) テキストは，“allepeinlich gericht mit Richtern， vrtheylern vnd gerichtsschreト

bern， versehen vnd besetzt werden sollen， von斤ommen，erbarn， verstendigen vnd 

veifarnen personen， 50 tugentlichst vnd best die selbigen nach gelegenheyt jedes 01おge-

habt und zubekommen sein"である。

(1) これに対し，第 l次草案は，“allepeinlich gerichtt， mit tuglichenn Richtern， 

vnnd vrtheylern versehen vnnd besetzt werden， 50 tugenlichst vnnd best， dieselben 

nach gelegenheytt jedes or昨5mogen bekomen vnnd gehabt werdenn"，第 2次草案は，

"alle peinliche gericht mit Richtern， vrteilern vnd gerichtsschreibern versehenn vnd 

besetzt werden sollen. . . so tuglich5t vnnd best dieselben nach gelegennheit Jedes orths， 

bekomen vnηd gehabt wer・dennmogen"となっている。
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(2) ギュータボックは特に指摘していないが，カロヲーナと第1次及び第2次草

案とを比較すると，テキストのイタリック部分には問題があると考えられる。 Gobler，

art.1は，イタリツク部分を，“iudiciaominia publica & poenalia Praetoribus， iudi句

cibus & scribis prouideri atque constitui， tam integris， probis， honestis & prudenti-

bus uiris， aptis atque idoneis， quam loci cuiusque occasio & commoditas subminist-

rare possit" (r全ての公的かつ刑事の裁判所は，その地の事情及び便主主lこ照らし求め

うる，康、i索，有能，名誉あるかつ賢明なる，すなわち，適切かつ相当なる裁判官，

判決人及び書記によって構成されなければならないJ) とする。また， Clasen， art. 1 

は， r裁判所を，優れた，そのi也の毒事情に応じて適切なる者によって構成することに
配慮しなかった貴族及び農村において刑事裁判権を有するその他の者は，裁判権を

剥奪されることがありうるj と註解している。統語上の疑義が残るが，本文の訳と

する。

(3) なお， Langbein， art. 1は，“allcriminal courts shall be staffed and provided 

with judges， judge-givers and court scribes-persons of piety， honor， knowledge， 

and expierience-the best and most upright to be got and had according to the ciト

cumstances of each place"とする。

8) テキストは，“etlichvom adel， vnd andere， den solche gericht eygner Person ampts 

halber vnd sunst zu besitzen geburt"である。

イタリツク部分を， Gobler， art. 1は，“nobilesquidam， seu ingenui， quos eiusmodi 

iudicia C01立mexercere ex officio aliis' que de causis decebat" cr職務上又はその他の
事自に基づき，かかる裁判を自ら行うべき若干の貴族すなわち身分ある者J)，Vogel， 

art.1は， "doivent assisiter en personne a ce Tribunal" (rかかる裁判所に自ら臨席す

べきJ) とする。

9) テキストは， "dieweil... solch gerichtbesitzung. . . den selben vom adel vnd amp-

ter zu ehren reychen， und dienen ist"である。

Langbein，呂rt.1; V ogel， art. 1は本文とほぼ同趣旨である。 Gobler，art. 1 は，“quod

とreatque 0伍cionobilium， adeo que ex diginitate eorum esse cencendum est (r [犯

罪者を処罰することは]資族の権限及び職務に属し，さらには実族の名誉に属する

ものとみなされるJ) とする。

10) テキストは， "fleissig auffmerken haben"である。

Gobler， art.3は，“deligentemcuram adhibere"とする。

11) rこれらのJという修飾の窓季語が判然としないが，官憲が札問を行うような事件と
いう趣旨か。

12) r遜法な徴滋 (redlichanzeygung) J は，拷問の適法要件として以下しばしば言及さ
れる。「確たる徴滋J(塙訳8条)， r適法な徴滋J(Gobler， art. 8)， r十分な徴滋，適法
確実かつ疑いのない徴滋J(Clasen， art. 8) ， r法的に十分な徴滋J(Langbein， art. 8)， 
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「合理的な徴i~J (Yogel， art.8)等の訳がある。

13) テキストは，“Itemso die missethat eyner todtstraff halben kundtlich， oder aber 

deshalb redlich anzeygung， wie dauon vor berurt ist， erfunden wirdt， So soll es der 

peinlichen frag vnd aller erkundigung halben， so zu erfindung der warheyt dinstlich 

ist， auch mit rechtfertigung auff das thetters bekennen， gehalten werden， wie klerIich 

hernach von den jehnen die auff ankleger einbracht werden， geschriben vnd geord悶

net ist"である。

5種の日英仏経訳はそれぞれ異なるが， Remus， cap.8は，“Side delicto， quod ca 

pitis supplicum mereatur， constet， & (vt loquuntur) notorium sit， aut eius in-

dubitata indicia probata sunt: is modus in quaestionibus， & aliar・umrerum， quae ad 

inustigandam facti veritatem， & conuincendum reum spectabunt， seruari debet， qui 

vero ordo， & progressus in iis， qui accusatorem inscriptum nacti sunt， seruandus， 

paulo post adnotabitur" (1死刑棺当の犯行が確認され，かつ(上に定めるように)

公知であるか，又は，かかる犯行について疑いのない徴滋が証明されるときは，拷

問その他真実発見及び被告人の有罪判決にかかわる事柄は，訴追登録そした弾劾人

によって弾劾された被告人に関し以下に定める手続及び方式が遵守されなければな

らないJ)とする。テキストのイタリック部分の機文に忠実なものと窓われる。

14) テキストは，“miterkanntnus solcher straff soll es sonderlich auch gehalten wer-

den ， als imm hundert vnd sechs unnd neuntzigsten artikel anfahend. Item so ein 

person etc. angezeygt， erfunden wird"である(なお， 196条には“angezeygt"の用語

は現れず， 10条の表記は 196条と対応しない)。

Gobler， art.10; Remus， cap.10; Yogel， art.10は，本文と同趣旨であるが， Lang-

bein， art. 10は，“thesentencing to this penalty shaIl be in accord with Article 196; 

and the same applies when someone has been caught in the act"とする。しかし，

現行犯逮捕に関する規定と解するのは無理があろう

15) テキストは，“vnangesehenob der ankleger den angeklagten auf sein recht gefeng-

klich einzulegen， oder sich bei dem beklagten zusetzen， begeren vηd erbieten wurde" 

である。

(1) このテキストは，パンベノレゲンシス，第 I次及び第2次草案にも現れない部

分である。

(2) イタリック部分喜子， Gobler， art. 11はJ冶tiamsireum actor pro suo iure com-

prehendi & inc¥udi in carcerem postulauerit" (1被告人を拘禁すべきことを蝉劾人が

権利として申し立てた場合であってもJ)と縫訳するが， I権利jが俺を意味するか

判然としない。なお， Remus. cap. 11は，“accusator，qui... alterum quempiam pu-

blicis constringi vinculis petit" (1侭びとかの拘禁を申し立てる弾劾人はJ) としてお

り， I権利Jへの言及がない。
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16) 210条では， (caution， bestandt oder sicherug)となっている。

塙訳12条は「保証，保障，引当てまたは担保J，Langbein， art. 11 は“surety"の一

語を当てる。 A.Schoetensack， Der Straかrozessder Carolina， 1904， S.30は，このよ
うな向義語の並列は，各ラントにおける用語の違いに配慮したものであろうとする

ので， r保証Jの一語を当てる場合がある。
17) テキストは，“daser der klager， wo er die peinliche rechtfertigung nit ausfi臼ren，

oder dem rechtem veぞfolgenwurd"である。

イタリツク部分は， r二詞一意 (Hendiadyoin)Jという修辞法であろう。 Gobler，art. 
12は，イタリック部分を端的に，“quodaccusator (sicubi poenale iudicium non pro-

sequeretur . . . )" (i弾劾人が(刑事訴訟を追行せ-9'・.....ときは)J) とする。

18) テキストは，“ohneweither appellatio vnd suchung"である。

「上訴及び〔上訴審での]審問を許すことなく Jとなるのであろうが， Gobler， 

art.12は，端的に“absqueulla appellatione" (r上訴を許すことなく J) とする。

19) テキストは，“sollder anklager inn solchem fall， dannocht auch nach gelegenheyt 

der person vnd sachen， vnd erkantnus des richters， sampt vier gerichts personen， 

oder schopffen， nach notturfft verpurgen， [①J wo der beklagt solch entschuldigung 

also乱usfurenwurd， das er der beklagten that halt予nitpeinlich straff verwurckt hett， 

〔②Jjm alsdann vmb solch gefengklich einbringen， schmach vnd scheden， vor ge-

richt wie obgemelt， entlichs burgerlichen rechtens zupflegen， [③) vnnd darzu alle ge 

richts scheden auszurichten， nach erkenntnus desselbigen gerichts schuldig sein"で

ある(亀甲括弧内数字は引用者が揮入)。

(1) テキスト全体の構造は，弾劾人は，①の要件がみたされた場合に②及び③の

責めを負うことを保証する，という趣旨に解される。この趣旨を前提にすると "ent-

lichs burgerlichen rechtens zupflegen"の解釈が問題になる。

Schroeder， S. 151は，“rechtenszupflegen"を“Prozeszu fl註hren"とする。 Gobler，

art.13は，“sereo. . . ac ceu in negotiiis ciuilibus. . . recompensaturum esse" (民事訴

訟における場合と悶様に，被告人に対し…・・・賠償する)と羅訳する。 Langbein，

art.13は，“accordingto the civil law"と英訳する(ただし， 99条に隠しては，“ent

lichs burgerlichen rechtens"を，“thefinal civil process"とする)， Vogel， art.13は，

“il Y sera procede civilement jusqu' a jugement definitif" (r終局判決まで民事訴訟が

追行されるJ)である。塙訳13条は， i終局約なる民事裁判によりて，なすj とす

る。

(2) このように解釈が分かれるのは，テキスト自体に問題があるためであろう。

Clasen， art. 13は， i被告人が，死刑を免れる免責事由を証明した場合は，被告人が

当該〔刑事〕裁判所において，受けた損害，拘禁による恥辱，費用その他の不利益

の賠償を請求しうることを弾劾人は保証しなければならない」と註解している。こ
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れが本条の趣旨であると解するのが妥当で、あるように思われるが，"entlichs burgerli-

chen rechtens zupflegen"のテキスト解釈としてそのような趣旨を読み取りうるかは別

問題である。

(3) 以上のような事債を踏まえ，また，“pflegen"には「義務と捉えるjの諾義

があることを考慮、し，疑問もあるが本文の訳とした。

20) テキストは，“mitausfurung der entschudigten thatt... gehalten vnd gehanndelt 

werden"である。

Gobler， art. 13は，“excusatumcrimen expediatur" (r免責される犯行の陳述J) と

経訳する。

21) テキストは， "gelneiner"である。

Guterlヲock，S.221 は，“Gemeinden"の誤植とする。

22) Gobler， art. 15は，“maleficiumconstat (犯行が確認される)"と羅訳し， Clasen， 

art.15は， r犯行が公知，すなわち多数人に知られているJと注釈するが， Bohmer， 
art.15， S 1は， r被告人が犯行を自白する」と註解する。 f犯行が否定しがたいj と言
いかえられていることを考慮するならば，後者{j:適切ではあるまい。

23) テキストは， "so eyner one recht messig vnnd getrungen vrsach eyn offentlicher 

mutwilliger feindt oder friedbrecher wer"である。

Remus， cap. 16は，“quispacem publicam， consu!to， sciens pridens violet， hostem 

ve se aliquius palam dictis， factis profiteatur & gerat" (r熟慮の上事情を知って故意

をもって公の平安を害する者，又は，言葉，行為によって公然と何びとかの敵であ

ると称しかっそのように振る舞う者J) と意訳する。

24) テキストは，“50einer den &巴thanenraube oder diebstall， wissentlich bey jm hettラ

vnnd das mit keynem grundt widersprechen， oder rechtlicheηverursachen oder verlegen 

moge"である。

イタリック部分の構造が判然としないが，テキストを， Gobler， art. 15は，“id'que

nulla ratione inficiari aut legitimとcausariseu excusare posset" (r理由を示して否認

し又は適法な免資事由を挙げることができないJ)，Vogel， art.16は，“nepuet four 

l1ier aucune raisol1 ni defとl1selegitime pour s' excuser" (r責めを免れうる適法な怒出

又は抗弁を提出することができないJ) とする。このような解釈に従うならば，“oder

rechtlichen verursachen oder verlegen"は，“odermit rechtlichen verursachen verlegen" 

の誤りではあるまいか。

25) テキストは，“eynmisthatt ausserhalb redlicher ursach die von peinlicher straff 

rechtlich倒的uldigt，offenlich vnd vnzweiffenlich ist oder gemacht 川 rde"である。

Gobler， art. 16は，“manifestul11& indubitatul11 fuerit， ac ita constiterit" (r公然か

っ疑いのない場合ないし公然かつ疑いのないものとなった場合J) とする。

26) パンベノレゲンシス 23条は，上記の①から③が公然かつ疑いのない犯行の具体例と
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して掲記されていることが明確に理解しうるような規定振りとなっている。

27) この部分のテキスト比“Innsolchen vnnd dergleichen offentlichen vnzweiffenlichen 

ubelthatten， vnd so der thetter die offen vnzweiuelichen ubelth試合euentlichwider 

sprechen wolt，"という部分のイタリック部分である。

Guterbock， S.221は，このテキストには編集上の過誤があり，イタリック部分の後

に，“solman alle Rechtliche verlengerung， so sunst in dieser ordnung allein zll erfa-

rung der warheit vnd nit， die vnzweiffenlichen mysstetter domit zu仕isten，gesaczt 

sein， abschneiden."という，パンベ/レゲンシス 23条に現れる文言と同趣旨の文言が

脱落していると指摘し， E. Schmidt， Einfuhrung in die Geschichte der deutschen Straf-
rechtspflege， 3. Aut1.， 1965， S.134もまた，カロリーナ 16条はパンベノレゲンシス 23条

と同様の規定をおいていると解している。

なお， Schroeder， S.152は，“nit"をケ“mit"と表記するが，パンベルゲンシス 23

条，第I次及び第2次草案が“nit"としていることに照らし，誤植であろう。

28) “amptleut"は，領邦君主の官吏，領邦の行政管区長等を指すが，ここでは裁判官

を兼ねる場合を想定したものであろう。

29) テキストは，“Damitaber dennocht die amptleut， richter vnnd vrteyler， so sunst 

diese sach nit bericht sein， desterbas merken mogen， woraus eyn redlich anzeygung， 

argkwon oder verdacht， eyner mishandlung kommen， so seindt deshalben die 

nachuolgenden gleichnus eyner redlichen anzeygung argkwons oder verdachts wie 

das eyn jeder nach seinem teutschen nennen oder erkennen kan， hernach gesetzt"で

ある。

パンベノレゲンシス第26条の末尾に，“damitaber dannocht die amptleut richter 

vnd vrteiler (So sunst diser sach nicht bericht sein) dester bass mercken mogen， 

warauss ein redliche anzeigung argkwon oder verdacht einer misshandlung komen， 

So sein desshalb die nachfolgenden vmstende， vnd jきllegeseαt， daraus ein yeder versten-

diger gar wol vrsach，日uchgleichnus einer redlichen anzeigung， argkwonss oder ver-

dachts， wie das ein yeder na幼児inemteutsch nennt， erkennen k日η" (1したがって，以

下のような諸事情及び事例を定めるが，理解力のある者ならば侭びとも，これを手

掛かちに，適法な徴J~， 疑念又は嫌疑(各地のドイツ語において，かかる異なる呼

称が用いられている)の原悶及び具体例を容易に知りうるであろうJである)とい

う規定が見える。カロリーナ 18条も同様の趣旨である。

30) テキストlふ“Essoll auch keyn oberkeyt oder richter inn diesem fall， keyn vrphト

de helffen， schutzen oder schirmen， das der gepeinigt sein schmach， schmertzenm 

kosten vnd schaden mit recht， doch alle thetliche handlung ausgeschlossen， wie 

recht nit suchen moge"である

(1) Guterbock， S.222は，"wie recht"は，“mitrecht"と重複し，削除されるべ
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きだとするので， これに従う。

(2) Langbein， art.20は，“Noauthority or judge in this situation shall support， 

protect， or uphold any recognizance Curph巴de)such that the tortured person can 

not legally recover for his injury， pain， costs， and damage - quite excluding his 

own wrongful acts"であるが， どのような状況をケ想定する趣旨であるか判然としな

し、。

(3) Gobler， art. 20は，“Nonetiam quisquam magistratus seu iudex se cautione 

illa de non uindicando (quam Germani urpfed appellamus) tueri aut defendere po-

test， quo minus suam iniuriam， dolorem， impensam， & id quod interest， iure & legi 

tima actione (vi tamen omini exclusa) requirere & experiri possit ac debeat" crいか
なる官憲，裁判官にせよ， (いかなる暴力にもよらず)法及び適法な訴えによって恥

辱，苦痕，費用及び損答の賠償を請求せず， という不復饗宣誓(我々ドイツ人は

“urpfed"と託子ぶ)を楯として寅めを免れてはならないJ)とする。 Vogel，art. 20も，

ゴブラー訳と同趣旨である。構文上疑義があるが， これに従う。

31) テキストは，“niemantauff eynicherley anzeigung. . . entlich zu peinlicher straff 

sol1 verurtheylt werden， sonder a11eyn peinlich mag man darauff fragen， 50 die an-

zeygung (a15 hernach funden wirdet) genug5am i5t， dann 5011 jemant entlich zu peinli-

cher straf! verurteylt werden， das mus aus eygen bekennen， oder beweisung (wie an 
andern enden inn diser ordnung klerlichかnd印刷rdt)be5chehen， vnd nit auff vermu-
tung oder anzeygung"である。

(1) Langbein， art. 22は，イタリツク部分を，“whenthe indic拭ionsare sufficient 

(as will be found below)， then the person shall be finally condemned to penal sanc-

tion"とする(塙訳22条も向旨)。しかし， 6条が「十分な徴滋Jを拷闘の適法要件

と位置づけていることを考慮するならば， I徴滋が十分ならば， JfU事罰を科すべきで

あるJという解釈は不適切である。“so(=wenn)"と“dann"は対応するのではなく，

“dann"の前でセンテンスは構文上切れると解される。たとえば， Kress， art. 22は，

genugsam ist. Denn soll jemand endlich . . ."と表記する。

(2) Gobler， art. 22は，“dann"以下を，“Damnareenim aliquem capitis， seu tur-

pi iudicio conuincere，ex propria cofessione， ac testimoniis. . .oprtet (1なぜならば，

何びとも，死刑又は忌むべき刑の有罪判決に処すときは，自白又は証言によらなけ

ればならないからであるJ) と羅訳する。

32) テキストは，“Sosoll man erfarung haben， nach den nachuolgenden vnnd der-

gleichen argkwonigen vm5tenden， 50 man nit alle be5chreiben kan"である。

V ogel， art. 25は，“onsera oblige de recourir aux circonstaneces ci-aprとsmarquees， 

qui fondent la suspicion， 8主主d'autres que l' on ne peut pas toutes detailler"とするの

で， これに従う。
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33) テキストは，“beschedigungoder verletztung"である。

Gobler， art. 25は，“indamnificationibus & laesionibus" (1侵害J)，Remus， cap.25 

比“incaedibus， vulneribus" (i殺害，傷害の場合J)とする。これに対し， Langbein， 

昌rt.25は， 1財産又は人に対する侵害Jとする。

34) Clasen， art. 25は，“vorgehendeTraue (= Drohe)"と表記し，“praecedentesminae" 

(1先行する脅迫J)と緩訳する。

35) テキストは，“50巳戸lermit dem andern umb gros gut rechtet， das darzu der me 

rertheyl seiner narung， habe， vnd vermogens antri飴， der wirt fur eynen misganner 

vnd grossen feindt seins widertheils geacht"である。

Guterbock， S.223は，パンベノレゲンシス 41条，第 1次及び第2次草案の表記を根

拠に，“darzuder"は“dannden"の誤りであるとする。

36) テキストは，“alsdie nachuolgenden artikel， der eyn jeder aIIeyn， eyn recdlich an-

zeygung macht"である。

Gobler， acp.26 [= 27)は，“quemadmodumsequentes articuli， quorum singuli ac 

quilibet ipsi legitimum indicium ad torturam sufficiens constituunt" (1そのいずれ

も単独で，拷問に十分な徴j尽を構成する以下の条文のようにJ)と羅訳する。 Lang

bein訳も趣旨においでほぼ伺じである。“der"を“deren"と解するのであろう。

37) テキストは，“wasdie verdacht person， gutter vermutung， die sie von der misse-

that entschuldigen mogen， fur sich hab"である。

ただし， Gobler， art.27 [= 28)は，イタリツク部分を，“quid，quantumque suspecta 

persona iustarum praesumtionum， quae a delicto excu幼児 ipsampossit， pro se ha句

beat" (1犯行ぞ免責する十分な推定根拠として，何1>どの程度有するかJ)とする。

38) テキストは，“manhernachmals finden [= findetJ vnd ermessen mag das es des 

thetters gewesen ist"である。

Guterbock， S. 223の指摘に従い，イタリック部分は亀甲括弧内のように訂正した。

39) テキストは，“Itemeyn halbe beweisung， als so eyner inn der hauptsach die mis-

sethat gr凸ntlichmit einel11 eyntzigen guten tugentlichen zeuge (als hernach von gu叩

ten zeugen und weisungen gesagt ist) beweist， das heyst vnd ist eyn halb beweisuηf 
である。

前後のイタリック部分の関係が難解である。 Gobler，art. 29 [= 30Jは，端的に，

“Semiplena probatio ea appeIIatur， quum quis in principiali negocio delichtul11 seu 

maleficium unico， integro ac fide digno teste (ueluti in仕ade sufficientibus & ido-

neis testibus attestationibun'que decemus) confirl11at" (iある者が，取焼のない信用

すべき l名の証人によって，犯罪又は悪行の主たる部分を確証するときは，半完全

証明と呼ばれるJ) とする。 Vogel，art.30もまた，“Unedemi-preuve se forme sur 

la deposition d'un seul temoin digne de fois & irreprochable， qui depose du fait 
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meme et du fond du delit" (r半完全証明は，犯行それ自体かつ犯罪の重要部分につ

いて供述する，信用すべき破疲のない l名の証人によって行われるJ) という，基本

的に伺趣旨の訳解ぞ示すo

40) テキストは，“sofernbei solcher besagung nachuolegende vmstende vnd ding ge-

halten vnd erfunden werden"である。

Goblerは，“saltemubi sequentes circumstntiae & particulae isti denunciationi 

conformes fuerint" (r少なくとも，以下のような事情がこの告発について当てはま

るときはJ) とするほか， Langbein， art. 31もゴプラー訳に同趣旨である。

41) テキストは，“demsager， die beklagt (= besagt) person， inn der marter mit namen 

nit furgehalten"である。

イタリック部分を転記ミスとする Guterbock，S.223の指摘に従い，亀市指弧内の

ように読み替えた。

42) Gobler， art.30 (= 31)は，“priuatus"(r他人的J) とする。

43) テキストは，“.. so wer dem sager， solche sag， wider den besagten nit zuglauben， 

er zeygt dann， dそがhalb5un5t， 50 glaublich redlich vr5ach 1ノndwarzeychen an.一"である。

“dann"は，“nisi))と解する。イタリック部分を， Gobler， art.30 (=31)は，“...neゅ

quaquam adhibenda fides， praesertim ubi non probabiles alioqui legitimas'que ra-

tiones & argumenta propterea adduceret" (r特に，それに関し一般に蓋然的かつ適

法な漂白及び根拠を提示しないときは，信用されではならないJ) とするが，趣旨は

同じである。

44) テキストは，“wannniemant gezimpt， wider eynen gemeynen nutz den ubelthat 

tern jre bosheyt decken zuhelffen， die den vnschuldigen menschen zu nachtheyl 

kommen mag"である。

Gobler， art.30 (= 31) は，イタリック部分~，“quum nemini leceat" (r何びとに

も許されていないからであるJ) とする。

45) “versagung"を「名指し，告発j と解するのはLangbein訳であるが，ゴブラー及

びブオーゲノレ訳は「名指しの撤回 (revoc丘tio)Jとする。

46) Schroeder， S. 155は，これを Hendiadyoinであり， Schlagereienの趣旨とする。

47) テキストは，"todt5chleg， 50 inn offenbaren 5chlahen oder rumoren be5chehen， de5 

ηiemant thetter 5ein will. 1st dann der verdacht bei dem schlahen"である。

イタリック部分と次のセンテンスの繋がりが判然としない。 Kress，art. 34; Clasen， 

art. 34が，勺odt5chleg，50 inn offenbaren 5chlageηoder rumoren be5chehen， de5 niemant 

thatter 5ein wil: 1st dann der verdacht bei dem schlagen"と表記するので，これに従

")0 

48) Gobler， cap.33 (= 34) (.;1:.，“fortuito casu" (r偶然にJ)，Schroeder， S.155は，“un-

absichtlich"， Langbein， art. 34は，“m昌harmlessmanner"とする。
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49) テキストは，“dasmacht eyn redlich anzeygung， der mポtater kundt dann mit 

glaublichem schein anzeygen， das. .."である。イタリック部分のカンマの位置が理

解困難で、ある。

Kress，呂rt.37は，“dasmacht eyn redlich anzeygung der mistat， er kundt dann mit 

glaublichem schein anzeygen， das. . ."と表記するので， これに従う。

50) テキストは， "geuerlicher weis"である。

Schroeder， S.156は， I故意をもってj と解し， Gobler， art.39は，“maliti05と&

fraudulenter" (1悪意で詐術をもってJ)とする。

51) テキストは，“innjren thatten vnzimlich gemeynscha侃 mitjn hette"である。

Gobler， art. 39 (=40)は，“factiseorum ilIegitimとcommunicauerit"(1不正に彼

らの犯行に関与するJ)とし， Vogel， art. 40は，“auraavec eux des liaisons suspectes 

au sujet leurs vols" (1彼らの窃盗について彼らと不審なる関係を持ったJ) と解して

いる。

52) テキスト':i:.，“soeyner gefang己nhey凶 ichhelt， die jlη entlauffen， vnnd anzeygen， 

WO  sie gelegn seindt"である。

(1) Langbein， art.40は，“whensomeone has concealed prisoners， who leave 

him and then reveal where they were"と直訳する。「ある者が被拘禁者を霊童い，被

拘禁者がその者の許を去って，それまでの居所を明らかにしたj ことが，その者全

拷問する徴滋となるという状況は，考えにくい。 Gobler， art. 39 [= 40 ]の，“quis-

quis item captiuos absconderet celaretque， hique aufugerent， indicantes ubi deli 

tuissent"という訳についても，悶じ問題がある。

(2) Kress， art. 40， S 12は，イタリツク部分は，“dieentlauffen， vnnd jm anzey-

gen， wo sie gelegn 5eindt"の書き誤り (mendum)であるとする。 Remu5，cap.40 

の，“siquisとcarceribuseffugientes receptet， a quibus certior fiat， vbi & qua de cau-

sa capitui detenti fuerint" (fある者が，獄舎から逃亡した者な受け入れ，この者か

ら彼らが拘禁されていた場所及び理由が明らかになったときはJ) という訳，及び，

Clasen， art. 40の，“siquis e狂uglentesとcarcererecipiat， & ab iis cognoscat， qua de 

causa， & quo in loco fuerint incarcerati"という訳は，書き誤りを訂正した訳であろ

う。本文の訳は，これに従うものである。

53) テキストは，“mehr50 eyn v巴rd巴chtlicherden man inn der sach nit vil guts vertra-

wet， aber partheilig vnd auff der thetter seitten， aus guten vrsachen helt， one vor-

wissen des gefangen oberkeit vertreg umb schatzung macht， vnd die schatzung inn 

impt oder burg daruber wirdet"である。

(1) Remus， cap.40は，“Itemquesi quis iis sit moribus， vt ab occulationibus reorum 

alienus esse non videatur， praesertim qui reorum causis apertとfaveat:& inscio maω 

gistratu captiui， pretio interueniente pro liberatione eius paciscatur， & pretium sibi 
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vel numerari sinat，呂utpro eo fideiubeat" (1ある者が，その性行に照らし犯人を蔵

匿しかねないと思料され， とりわけ，犯人の立場を公然と支持し，かつ，犯人を拘

禁した官慾の不知のうちに，金銭の支払いによって被拘禁者の釈放のため約定し，

自ら支払いを引き受け，又は被拘禁者のために保証を行うときJ) とする。

(2) なお，イタリツク部分乞 Gobler，art.39 [= 40Jは，“cuiparum boni in causa 

fidendum esset" (1正直さの点で信頼のおけないJ)，Vogel， art.40は， I窃盗の共犯

となりうる人物と信じられているん Langbein，art. 40は， Iその点、について (inthe 

matter)信頼のおけないJと訳出する。

54) テキストは，“Itemso der verdacht heliger vngewolicher vnd geferlicher weis， bei 

denjhenigen，denen er verraten zu haben inn verdacht steht， gesehen worden， vnd sich 

doch stellet， als sei er vor denselben vnsicher， vnd ist eyn person darzu man sich 

solchs versehen mag， ist ein anzeygung zu peinlicher frag"である。

(1) テキストのイタリック部分は， I被疑者が背いたと疑われている者[=被害

者〕とともにいたところを目撃されJとなる。 Gobler，art.42 [=43Jが，“apudeos 

quos prodisse suscipio est， conspicatus fuerit"とするほか， Langbein， art. 42; Vogel， 

art.42による英仏訳も，このテキストに従っている。

(2) Guterbock， S.224は，このテキストについて綴集上の誤りがあることを指摘

していない。しかし， Kress， art. 42は， 1521年草案が，“Itemso der Verdachte hah 

licher， ungewohnlicher und gefahrlicher Weise bei denηJaetem gesehen worden"で

あるという理由， I背叛を受けた者とともにいたことは徴滋とはならないが，その者

のために背叛を犯したとされている者とともにしばしば河席していた事実は徴滋と

なる」という理由を挙げて，テキストのイタリツク部分~，“apud quibus in pro 

dendo operam suam locasse dicitur， saepius observatur" (1被疑者の背叛行為によっ

て懸恵を受けた者とともにいるところをしばしば目撃されたJ)と読み替えるべきだ

とする。 Bohmer，art. 42， ~ 1も伺旨である。クレス及びベーマ一説が妥当であろう。

55) テキストは，“andergut vrsachen"である。

「他の十分な理由Jという趣旨は理解しにくい。 Gobler，art.42 [= 43Jは，“iustae

rationes"， Remus， cap.43は，“idoneaecausae"とし，“ander"を特に訳出していな

いので， これに従う。

56) テキストは， "als vorsteht erfunden vnd fur bewisen angenommen oder bewisen 

erkant wurd"である。

冗主主と忠、われるが， Gobler， art. 44 [= 45Jは，“(utsuperius ponitur) comperta， & 

ceu probata fuerit" (1 (上に定めるように)認定され，かつあたかも証明されるJ) 

とするほか， Vogel， art. 45は，“lapreuve en aura ete reconnue" (1その証明があっ

たと認められるJ)とする。この点を考慮し，本文の訳とした。

57) テキストは，“dieangezogen ubelthat"である。
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Schroeder， S.157は，“angezogent"を“vorGericht gebracht"と註解するので，こ

れに従う。

58) テキストは，“Vndso der ge白ngenberurter massen oder mit andern dienstlichen 

vrsachen， sein vnschuldt anzeygt solcher angezeygten entschuldigung， soll sich als-

dann der Richter 司auffdas furderlich erkundigen"である。

カンマの佼置を変更し，“seinvnschuldt anzeygt， solcher angezeygten entschuldi-

gung soll sich alsdann der Richter . . . auff das furderlich erkundigen"となるべきあ

ろう。 Gobler，cap.46 [=47Jは，“Quodsi captiuus preadicto modo， aut aliis con-

sentaneis rationibus suam innocentiam adstruxerit， eius excusationis seu purgationis 

maturam inquisitionem explorationemque iudex. . . facere debet" (r被拘禁者が，上

に定める方法により又はその他一致する理由を挙げて無罪を主張するときは，裁判

官は，……その主張に係る免責又は雪策に関し，迅速な札問及び取調べを行わなけ

ればならないJ) とする。

59) テキストは，“oderaber auff zulassung des Richter5 die zeugen 50 der gefangen 

oder seine freundten deshalb 5tellen wolten， wie sich geburt， vnd hernach von wei-

sllng an dem zwen vnd sechtzigsten artickel anfahendt. Item wo der beklagt nichts 

bekennen etc. vnd inn etlichen artickeln darnach gesatzt ist， allff jr beger verhort 

werden， solche obgemelte kundtschafft stellung， auch den gefangen， oder seinen 

合eundtenallff jr begern on gut rechtmessig vrsach nit abgeschlagen， oder aberkant 

werden soll"である。

Langbein， art.47は，“when，with the approval of the jlldge， the witnesses which 

the prisoner or his friends wish in proper manner proffer. . . want on their own re-

quest to be examinεd， then the aforementioned hearing of the witnesses， also of the 

prisoner and of his合iendson their demand， shall not be denied or disallowed with同

out good and lawaful ground"とするが， r証人が自ら尋問を受けることを欲する場
合J，あるいは f証人，被拘禁者及び毅族の尋問請求が拒まれるべきではない」と

は，いかなる状況を想定するものか理解しがたい。

60) テキストは，“verzogenoder verhalten werden"である。

Gobler， art. 47 [=48Jは，“ommitti，aut celari"とするのでこれに従う。

61) Gobler， art.47は，“tortus"(r被拷問者J) とする。

62) テキストは，“weraber solchs mit andern dingen， durch wort oder werk gethan" 

である。

Gobler， art. 51 [= 52Jは，“quisid cum aliis rebus uerbo uel facto effecerit" (rある

者がその他の物ぞ用いて言葉又は行為によって魔術を行ったJ)，Vogel， art.52は，

“le delit ait ete commis alltrement， par des paroles ou des actions" (r魔術がその他

の方法を用いて言葉又は行為によって行われたJ)とするοClasen，art. 52は， r言葉に
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せよ行為にせよ，その他疑わしいことが行われたときは (quodsi alia adfuerint， sive 

dictis sive factis constent， quae sint suspecta) Jと註解する。「その他のJの趣旨が判

然としない。

63) テキストは，“Vonnachfrag vnd erkundung der bosen bekanten vmstenden" 

(1自白に係る邪悪な諸事情の照会及び取調べについてJ)である。

Gobler， art. 53 (= 54)は，“Deinvestigandis et explorandis circumstantijs in male 

ficijs confessatis" (1自白に係る犯行に関して調査かつ解明されるべき諸事情J)， 

Vogel， art. 54 Iま，“Dela recherche que l' on doit faire des circonstances avouees 

d'un crime" (f自白に係る犯行の諸事情に関して行うべき取調べについてJ) とす

る。ニュアンスの違いがあるが，後者がテキストに近いように思われる。

64) テキストは“Bann=Richter"(1罰令権のある裁判官J)である。

Bohmer， art. 52， S IVは，認証手続について，裁判官が「裁判所内において，参審

人及び書記ととともに……」とするのみであるから， この「裁判官」は悲し問訴訟を?

主宰した裁判官自身を指すようである。ラングピーン訳も f権限ある裁判官Jと解

している。

65) テキストは，“ltemwo der gefangen der vorbekanten missethat laugnet， vnnd 

doch der argkwon， als vorsteht， vor augen wer， so soll man jn wider inn gefengknus 

furen， vnd weiter mit peinlicher仕agegegen jm handeln， vnd doch mit erfarung der 

vmbstende，且Isvorsteht， inn al weg t1eissig sein nach dem der grundt peinlicher j示。ge，

darauff steht"である。

(1) イタリック部分の句読法には疑問がある。 Clasen，art. 57; Kress， art.57は，

“nachdem der grundt peinlicher frage darauff steht"と表記している。

(2) Gobler， art.56 (= 57]は，上記テキスト全体を，“Sicapitiuus confessatum 

delictum inficiatus fuerit， ac recantauerit， & suscipio tamen (ut supra ponitur) prae 

oculis quasi extiterit， reducatur in carcerem， ac torquaetur: it，日 tamenut Clrcumstan-

tiarum (queadmodum antea diximlls) diligens habeatur r司tio，quandoqllidem fimda 

mentum torturae desuper extruitur" (1ただし， (ょに定める)諸事情は，拷問を行う

理由となるものであるから，慎重量に考量されなければならないJ)とする。なお，グ

リム・ドイツ語辞典によれば，“erfahrung"は“librare，wagen (考量，熟慮)"の語義

カミある。

66) テキストは，“vil， offt oder wenig， hart oder linder"である。

Clasen， art. 58は，“plusaut minus，合equenteraut raro， durius ac lenius"とする。

67) テキストは，“soer von der marter gelassen ist"である。

Clasen， art. 58は，“quandotortura est remissa， vel torn淀川isrelaxatus estη (1拷

聞が中止又は緩和されたときJ) とする。

68) H. v. Weber， Die peinliche Halsgerichtsordnung Kaiser Karl V.， in: Fr.-Chr. Schro-
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eder (Hrsg.)， Die Caro/ina， 1986， S.174によれば， r普i選法に従いjの意味である。
69) テキストは，“Vndsollen darumb nach gestalt vmd gelegenheyt der uberfarung， 

wie rechtおt，straff vnd abtrag leiden， vnd mogen darumb von jrem nechsten ordent-

lichen obergericht gerechtfertigt werden"である。

Gobler， art目60[=61)は，“erunt'que propterea iux:ta conditionem & qualitaem trans-

gressionis atque excessus， ut aequum est， puniendi: ac coram proximiori ordinario iu-

dice iust伊candj"とする。テキストのイタリツク部分の解釈はこれに従う。

70) Gobler， art.62 [= 63)は，“peregrini& ignoti testes" (r余所者であち未知の証人J)

とする。

71) "integrus" (Gobler)，“integritas" (Clasen)の訳に従うが， r十分な証人」に関する
66条によれば，証人適格について法的障害のないことが要件であるから，1]護法な

証人」と解することも可能であろう。

72) テキストは，“fur・bringen"である。

Clasen，且rt.63は，“probare"の訳語を与える。

73) テキストは， "mit peinlichen rechten volr拘7η"である。

“volnfarn"を:， Kress， art. 67は“vollnfahren"，Clasen， art. 67は“vollfahren"と表

記するが，この語はグリム・ドイツ語辞典には見出せない。ただし， Schroeder， S.160 

は，“zuEnde verfahren"と註解するほか， Gobler， art. 66 [= 67)は，“publico& poe-

nali iudicio procedi" (r公約刑事訴訟が執り行われるJ)， Vogel， art.67は，“lapro-

cedure criminelle aura son cours" (r刑事訴訟が進行されるJ) とするので， これに

従う。

74) 何条を指すか明らかでない。

75) テキストは， "zeugen...， die haben die straff verwurckt， inn welche sie dem vnschuldi-

gen， als obsteht， haben bezeugen wollen"である。

Gobler， art.67 [= 68)は，“testesfalsi. . . in poenam incurrunt eam， in quam inno-

centem (ut supra positum est) conicere uoluerunt" (r偽証する読人は……(上lこ定

めるように)無奉を陥れようとした刑罰と悶じ刑罰を受けるJ) とする。

76) テキストは，“eynsbeklagten missethat verborgen wer"である。

Gobler， art. 69 [= 70)は，“cuiusaccusati delictum obscrum & cl主mfuerit" (r被告

人の犯行が隠蔽され密行されたものであったJ) とする。

77) テキストは， "er der ankleger seine制 icke¥，die er weisen will ordenlich auffzeich-

nen /asse"である。

“Gobler， art. 69 [= 70)は，“日ccusatorarticulos suos probatiuos ordine describat" 

(1弾劾人は，証明項目書をしかるべく作成しJ) とする。

78) Schroeder， S.161は，“Verfahrensniederschrift"と註解する。

79) テキストは， "nach vermoge gemeyner rechten" (r普通法の効力によればJ)である。
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Gobler， art. 71 (= 72]は，たんに“dejure communi" (r普通法上J) とする。

80) テキストは，“wiewoldann sunst nach vermoge gemeyner rechten inn peinlichen 

sachen， ausserhalb der selben gerichts personen， nit kumdtschafft verhorer， oder 

Commissarien gegeben werden sollen"である。

テキストは， rまさに普逮法によれば，上のような裁判所構成員のほかに，証人尋
問者又は受任裁判官はあってはならないにもかかわらず」となろう。 Gobler，art. 71 

(=72]が，“etiamside jure communi in criminalibus praeter tales iudicii personas 

nulli attestationum auditores seu commmissarii dari debeant"とするのは， ドイツ

諾テキストの直訳である。しかし，本条の趣旨に鐙み，本文のような訳を与えた。

81) Langbein， art.72は，亀甲括弧内の文書を補足する。

82) テキストは，“auffansuchung des der kundtschafft furen will"である。

Schroeder， S. 162 1;1:，“Ersuchen desjenigen， der den Zeugenbeweis丘ihrenwill"と

註解し， Gobler， art. 71 (= 72]は，“adrequitionem eius qui testes producere inten-

dit" (r証人を提出しようとする者の申立てに基づきJ) とする。

83) テキストは， "Vmd soll demnach gemelte oberkeyt (souil an jr おり allemfleis thun， 

vnd wes sie selbs mit verstundt， bei rechtuerstendigem radts pj1egen， damit solche 

kumdtscha飴 demrechten gemes verhort werde， doch auch on der patheien kosten 

vnd nachtheyl"である。

Gobler， art.71 (= 72]は，イタリツク部分を，“debetquepropterea dictus magis-

tratus quantum potest omnem adhibere diligentiam， ac quicquid horum ipse non in 

telligit， aliunde a Iuresconsultis haurire ac petere， quo eiusmodi examina testium， 

prout de iure par est， citra tamen partiumu damna & impensaa rectとlegitim句ue

fiant & expediatur" (rしたがって，上にいう官憲は，可能な限りあらゆる注意を払
い，かつ，このような証人の尋問が法に従い正しく適法に行われるよう，不明の点

について全て，当事者に費用及び不利益を及ぼすことなし法有識者に教示伝求め

なければならないJ) とする。

V ogel， art. 72の該当部分は，“LaditeJurisdiction y apportera tous les soins qui 

dependront d' elle， & dans les difficultes qui se rencontreron， elle cherchera conseil 

auprとsdes gens de Loy， a白nde rendre la procedure reguliere， & sans que les frais en 

retombent sur les parties" (r上にいう官憲は可能な限り注意を払い，かつ，問題の

ある場合においては，手続が適法に行われるよう，当事者の費用とすることなし

法有識者の鑑定を求めなければならないJ)である。

84) テキストは，“いTOaber aus mangel， verstendiger Personen des peinlichen gerichts 

durch Commissari aussserhalb des gerichts， wie oben dauon geschribem steht， kumdt-

schafft verhort wurde， oder die Schoffem des selben peinlichem gerichts nit bei 

eynander gesessen weren， also das auff jr zusammen bringen， uberiger vnkost vnd 
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verzug gehn wurde. Dieweil dann jr versamlung zu eyner jeden solchen handlung nit 

戸rtreglichnoch von noten ist， vnd derhalb vnkost und verzug des rechten verhut werde， 

Orden vnd wo!len wir das inn disem fa!l， die Commissari vnd kundtscha前 verhorer，

derhalb nachuolgenden massen handeln sollen"である。

(1) イタリック部分と先行部分との関係の理解は，英訳，仏訳，経訳の間で異問が

ある。 Gobler，呂rt.73は，“Quandoautem ex defectu peritorum publici iudicii， quem-

admodum ea de re supra notatum est， commissariis extra iudicium examen comit 

tendum est， aut scabini publici iudicii eiusdem non una consederint， ita quod ad ip-

sorum合equentiamseu consessum inutilis impensa atque dilationes fiat (siquidem 

eorum congregatio ad quemlibet talem actum parum pro白cua& necessaria esset， 

adeoque impensae ac morae seu dilationes iuris & iustitiae euitarentur) ordinamus 

atque praecipimus. .." (iこの点について上に定めるように，刑事裁判所に能カのあ

る者が欠けるために裁判所外の受任裁判官に委ねるべき場合，又は，当該刑事裁判

所の参審人が会同せず，参議人を会同させるために不要の費用及び遅延が生ずる場

合(参審人の会同はかかる訴訟行為に有益でも必要でもなし したがって，費用及

び訴訟と正義の遅延は沼i墜されるべきであるから)，かかる場合について，朕は命じ

かっ定めるJ) と羅訳する。基本的にはこれに従う。

(2) しかし，①受任裁判官に委ねるべき場合L ②参繁人全会隠させるために

不要の費用及び遅延が生ずる場合との関係が判然としない。管見する限りでは，こ

の点について言及するコンメンタールとして，①「能力のある参審人が欠けるた

め，読人が受任裁判官の面前において尋問されたときは，書面の開示には，手間及

び費用を要する参審人の参集は不要であり，開示は受{壬裁判官単独によって行えば

足りる」と註解する Kress，art. 73， S 2，② f尋問のため複数の受任裁判官が任命さ
れ，その住所地が異なる場合，そのような召集は必要でも有益でもないから，各受

任裁判宮を開示のために召集することは必要ではないj と註解する Clasen，art. 73が

ある。①の註解の趣旨は寝解しうるが，受任裁判官による証人尋問の場合と参審人

の会同しなかった場合を択一関係とするテキストとの整合性に問題が残る。②の註

解は，本条において参審人の召集が問題とされているのであるから，疑問である。

(3) 以上のように疑問があるが， とりあえず本文の訳とする。

85) テキストは，“behelffvnd nottu節"である。

Schroeder， S. 162は，“Einwendungenund Antrage"と注解する。

86) テキストは，“(darinnsie alle jr behelff vnd notturf丘furbringenvnnd damit be-

schliesen sollen)"である。

Remus， cap.73は，イタリツク部分を“incausa concludent" (i事件につき弁論を

行うJ) とする。なお， 78条注参照。

87) Gobler， art. 74は，“attestariuult， seu testes producere'ョ(f証明又は読人の提出を
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行おうとするJ) と緩訳する。

88) Gobler， art. 75は "grauiorespersonas"とする。

89) テキストは，“Itemsoll keyn parthei noch zeug vor dem Ritern oder Commissarien 

γor peinlicher rechφrtiguηg vergleyt werden， Aber fur gewalt mogen die partheien 
vnnd zeugen fur gericht vergleyt werden"である。

(1) Gobler， art. 76 ，ま，“Neutrapartium， nullus'que testium coram iudicibus aut 

commissariis aduersus publicum iudicium， saluum conductum obtineat. Ast ne eis uis 

自at，poterunt & partes & testes昌diudicium coduci" (1いずれの当事者及び証人も，

裁判官又は受任裁判官の在昔前において，刑事訴訟からの身柄保俸を与えられない。

しかし，当事者及び証人に暴力が加えられないよう，当事者及び証人は裁判所出頭

について身柄保療を付与されることができるJ)とする。

Kress， art. 76， S 2は， 1我が図の慣習によれば，事実上の侵害行為及び裁判外の暴

力に対してのみならず，何らかの身体的苦痛を科す判決のあるまで，裁判官による

逮捕拘禁に対しでも身柄保障が与えられることがあるJと註解するが，ゴブラー訳

と趣旨が対応する。

(2) したがって，本条前段は，裁判所に出頭した当事者及び証人について犯罪の

嫌疑が生じた場合は逮捕拘禁することがある， という趣旨と解する。 156条が，違

法な暴力に対する限度で，被告人に対する身柄保障を認めていることは，このよう

な解釈の傍証となる。

90) Gobler， art.77は，“inomnibus publicis iudiciis iustitia maturと.. . administretur" 

(1全ての刑事訴訟において正義は迅速に行われなければならないJ)として，“das

recht"を f正義Jと解するが， Clasen， art. 77はたんに「刑事事件は迅速に処理され

なければならないJという趣旨に解している。
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